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平成26年成人式
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人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
復
興
へ
の
道
し
る
べ

家
庭
ご
み
20
年
分

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
は
市
内

の
約
３
分
の
１
に
及
び
、
ま
た
、
地
震
に
よ

る
被
害
も
甚
大
で
、
膨
大
な
量
の
災
害
廃
棄

物
が
発
生
し
、
そ
の
量
は
、
約
35
万
ト
ン
と
、

市
内
の
家
庭
ご
み
年
間
発
生
量
の
約
20
年
分

相
当
に
達
し
ま
し
た
。

撤
去
作
業

　

災
害
廃
棄
物
な
ど
の
撤
去
は
、
復
旧
作

業
車
両
等
の
通
行
経
路
を
確
保
す
る
た
め

に
、
津
波
被
害
の
あ
っ
た
地
区
の
道
路
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
作
業
は
市
内
の
建
設
関
係
の
事
業
者

で
構
成
す
る
多
賀
城
市
建
設
災
害
防
止
協
議

会
を
は
じ
め
、
社
団
法
人
宮
城
県
産
業
廃
棄

物
協
会
や
近
隣

市
町
村
に
所
在

す
る
産
業
廃
棄

物
許
可
事
業
者
、

市
の
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許

可
事
業
者
な
ど
、

地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ

り
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

1
次
仮
置
き
場

　
市
内
の
公
有
地
を
中
心
に
市
内
十
数
カ
所

に
１
次
仮
置
き
場
を
設
け
、
撤
去
し
た
災
害

廃
棄
物
を
集
積
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
膨

大
な
量
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
街
や
学

校
近
く
の
民
有
地
な
ど
も
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
の
仮
置
き
場
も
す
ぐ
に
飽
和

状
態
と
な
り
、
さ
ら
に
仮
置
き
場
の
周
辺
の

生
活
環
境
が
悪
化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

中
間
処
理
施
設

　
仮
置
き
場
の
周
辺
環
境
改
善
や
災
害
等
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
、
運
搬
・
処

理
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
図
る
た
め
、
中
間
処

理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
処
理
を
行
っ
た
廃
棄
物
の
う

ち
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

が
で
き
、
埋

め
立
て
や
焼

却
な
ど
の
最

終
処
分
量

の
大
幅
な
削

減
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

　
膨
大
な
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
作
業
、
被
災

家
屋
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
解
体
作
業
、
そ
れ

ら
に
係
る
事
務
手
続
き
な
ど
、
目
の
前
の
業

務
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
く
一
方
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要

な
一
般
家
庭
ご
み
の
回
収
、
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
の
し
尿
汲
み
取
り
の
手
配
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
、
市
だ
け
で
の
対
応
は
限

界
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
市
町
村
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
事
業
が
進
み
始

め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
処
理
が
進
む一方
、撤
去
し
た
災

害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
や
処
分
方
法
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、広
域
処

理
を
お
願
い
し
、県
外
の
最
終
処
分
場
や
焼

却
処
理
場
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
震
災
前
の
自
治
体
相
互
の
つ

な
が
り
は
も
と
よ
り
、
震
災
後
の
新
た
な
つ

な
が
り
に
よ
り
、
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
の

早
期
完
了
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

震
災
以
降
、数
多
く
の
自
治
体
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援・ご
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
、ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解・ご
協
力
に
よ
り
、災
害
廃
棄
物
等
が
早
期

に
撤
去
さ
れ
、処
理・処
分
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援・ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
復
興
へ
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
２
５
６
～
２
５
７

災害廃棄物処理の流れ
ガレキなどの撤去 ・‌�市内で発生した災害廃棄物を撤去し、

1次仮置き場へ搬入

1次仮置き場への
集積・保管

・‌�市内の公有地を中心に市内十数カ所に
1次仮置き場を設け災害廃棄物を集積
・‌�手選別により可能な限り分別
・‌�仮置き場内のスペース確保のため、
リサイクルできるものから随時搬出

中間処理施設
・‌�飽和状態の仮置き場の周辺環境改善、
また、リサイクル率の向上、運搬・処理
コスト削減等を目的に中間処理を実施

再生利用
・

広域処理
・

最終処分

・‌�再生利用が可能な資材については市
内外の公共工事で利用
・‌�最終処分を要するものについては県内
外の自治体・事業者の協力を得て焼却・
埋め立て等の処理・処分

処理・処分終了

たくさんのご支援・ご協力
ありがとうございました

●し尿関係
・�‌株式会社利府衛生（利府町）
・�‌有限会社長井浄化槽センター（山形県長井市）
・�‌置賜クリーン設備株式会社（山形県長井市）
・�‌環清工業株式会社（山形県酒田市）
・‌�東根市外（ほか）二市一町共立衛生処理組合
（構成市町：山形県東根市・村山市・天童市・
河北町）
・神奈川県川崎市
・‌�特定非営利法人浄化槽ナビゲータ認証機構
（北海道札幌市）

●家庭ごみ・避難所のごみ関係
・奈良県奈良市
・�‌公益社団法人 多賀城市シルバー人材センター

●被災家屋等解体撤去受付業務
・東京都国分寺市
・‌�ソニー株式会社仙台テクノロジーセンター　
（多賀城市）
・愛知県

●被災ブロック塀等解体撤去
・山形県長井市・長井市商工会議所建設部会
・山形県天童市・天童商工会議所建設業部会
・静岡県伊豆の国市・伊豆の国市建設業協会

●災害等廃棄物処理事業の全般的業務
・神奈川県横浜市

●広域処理（県外処理）
・山形県米沢市・山形県長井市
・‌�東根市外（ほか）二市一町共立衛生処理組合
（構成市町：山形県東根市・村山市・天童市・
河北町）
・栃木県・栃木県壬生町（みぶまち）

●災害廃棄物撤去業務全般
・多賀城市建設災害防止協議会
・社団法人宮城県産業廃棄物協会

以上、順不同

～
復
旧
か
ら
復
興
へ  

災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
が
終
了
し
ま
し
た
～

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
市
内
で
大
量
に
発
生

し
た
災
害
廃
棄
物
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
25
年
12
月

で
全
て
の
処
理
・
処
分
が
終
了
し
ま
し
た
。

▲災害廃棄物撤去作業の様子

▲１次仮置き場として使用した多賀城北日本自動車学院跡地（宮内１丁目）

平成26年１月撮影

平成24年3月撮影

▲中間処理施設▲災害廃棄物の積み込みの様子（広域処理）
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申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度

　

基
礎
支
援
金
の
申
請
期
間
が
平

成
27
年
４
月
10
日
ま
で
に
再
延
長
さ

れ
ま
し
た
。
申
請
が
済
ん
で
い
る
か

あ
ら
た
め
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
23
年
３
月
11
日
に
居

住
し
て
い
た
住
宅
の
り
災
証
明
書

の
判
定
が
大
規
模
半
壊
以
上
、
も

し
く
は
長
期
避
難
区
域
に
該
当
す

る
方

　
り
災
証
明
書
の
判
定
が
、
半
壊・

大
規
模
半
壊
の
方
で
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
住
宅
を
解
体
し

た
方

※
り
災
証
明
書
の
被
害
区
分
は
変

更
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
援
金
／
全
壊
等
１
０
０
万
円
、

大
規
模
半
壊
50
万
円

　

な
お
、
基
礎
支
援
金
の
申
請
を

さ
れ
た
方
は
住
宅
の
再
建
方
法
に

よ
り
、
加
算
支
援
金
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
／
住
民
票（
平
成
23
年
３

月
11
日
時
点
の
所
在
が
わ
か
る
も

の
）、
り
災
証
明
書
、
世
帯
主
名
義

の
通
帳
の
写
し

申
請
期
限
／
平
成
27
年
４
月
10
日
㈮

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
等
に
入
学
･
在
学
す
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、
通
常
よ
り
低
い
利
率
や
通

常
の
ご
返
済
期
間
よ
り
長
く
ご
利

用
い
た
だ
け
る
※「
災
害
特
例
措

置
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

融
資
額
／
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

利
率
／
年
２
・
35
％（
※
１
・
95
％
）

母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収（
所

得
）２
０
０
万
円（
１
２
２
万
円
）以

内
の
方
は
年
１
・
95
％（
※
１
・

55
％
）（
平
成
25
年
11
月
11
日
現
在
）

返
済
期
間
／
15
年
以
内（
※
18
年
以
内
）

申
込
・
問
／
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
場
合
の
電
話
番
号

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

期
限
①
～
③
は
２
月
21
日
㈮
ま
で

④
は
２
月
24
日
㈪
ま
で

事
業
者
向
け
国
･
県
補
助

①�

地
域
商
業
等
事
業
再
開
支
援
補

助
金

　
震
災
で
被
災
し
た
施
設（
店
舗
な

問
／
社
会
福
祉
課
生
活
再
建
支
援
室

内
線
６
５
２
、
６
５
３

期
限
3
月
31
日
㈪
ま
で

一
部
損
壊
住
宅
補
修
費
用

補
助
金

対
象
／
次
の
①
～
⑤
全
て
に
該
当

す
る
方

①
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い

地
区
に
あ
る
住
宅
の
所
有
者
で
あ

る
こ
と

②
り
災
証
明
書
の
判
定
が
一
部
損

壊
で
あ
る
こ
と

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
、

住
宅
応
急
修
理
制
度
、
義
援
金
な

ど
の
各
種
の
支
援
制
度
を
利
用
し

て
い
な
い
こ
と

④
現
に
自
己
居
住
の
用
に
供
し
て

い
る
住
宅
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と

（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
。
併
用

住
宅
や
外
構
部
分
は
対
象
外
）

⑤
50
万
円
以
上
の
補
修
に
要
す
る

費
用
を
既
に
支
出
し
て
い
る
こ
と

補
助
金
額
／
補
修
費
用
の
10
分
の

１（
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
）で
、

10
万
円
を
限
度

申
請
期
限
／
３
月
31
日
㈪

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
４
２
４
～
４
２
６

期
限
3
月
31
日
㈪
ま
で

被
災
事
業
者
支
援
事
業

補
助
金

対
象
／
震
災
に
よ
り
、
施
設
ま
た

は
設
備
が
被
害
を
受
け
た
事
業
者

の
う
ち
、
次
の
①
～
④
に
該
当
す

る
事
業
者

①
震
災
の
発
生
時
に
現
に
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
た
事
業
者

②
市
内
で
施
設
・
設
備
を
復
旧
し

た
事
業
者

③
施
設
・
設
備
の
復
旧
に
50
万
円

以
上
の
費
用
を
要
し
た
事
業
者

④
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
、

住
宅
応
急
修
理
制
度
、
義
援
金
や
、

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
補
助
事
業
等
の
国
、
県
ま

た
は
市
町
村
の
公
的
支
援
金
を
利

用
し
て
い
な
い
こ
と

※
対
象
外
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額
／
施
設
お
よ
び
設
備
の

復
旧
に
要
し
た
経
費
が
50
万
円
以

上
１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
１（
１
万

円
未
満
切
り
捨
て
）

１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
は
、
一

律
10
万
円

申
請
期
限
／
３
月
31
日
㈪

問
／
商
工
観
光
課
商
工
係

内
線
４
７
２
、
４
７
３

期
限
2
月
21
日
㈮
ま
で

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
多
賀
城
市
内
被
災
者
対
象
）

対
象
／
り
災
証
明
書
の
判
定
が
全

壊
ま
た
は
半
壊
か
大
規
模
半
壊
の

判
定
と
な
っ
た
方
で
住
宅
の
解
体

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
。

　

今
回
の
募
集
は
、
震
災
時
、
多

賀
城
市
内
に
居
住
し
て
い
た
世
帯

が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
募
集
は
今
後
建
設
予
定

の
災
害
公
営
住
宅
４
カ
所
す
べ
て

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

震
災
時
、
多
賀
城
市
外
に
居
住

し
て
い
た
世
帯
は
、
今
回
の
募
集

の
結
果
、
入
居
希
望
世
帯
数
が
整

備
戸
数
を
下
回
っ
た
場
合
、
あ
ら

た
め
て
募
集
す
る
予
定
で
す
。

申
込
／
２
月
21
日
㈮
ま
で
に
都
市

計
画
課
総
務
企
画
係
で
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
係
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

　

ま
た
、
仮
入
居
申
込
の
受
け
付

け
を
し
た
世
帯
に
は
、
入
居
者
募

集（
本
申
込
）に
係
る
書
類
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
都
市
計
画
課
総
務
企
画

係（
内
線
６
３
６
）へ（
要
予
約
）

問
／
都
市
計
画
課
総
務
企
画
係

内
線
４
２
２

期
限
2
月
28
日
㈮
ま
で

被
災
者
特
別
健
診

　

健
診
の
受
診
機
会
の
少
な
い
若

い
世
代
を
対
象
に
、
特
別
健
診
を

無
料
で
実
施
し
て
お
り
、
対
象
の

方
に
は
受
診
票
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
指
定
医
療
機
関（
受

診
票
に
記
載
）に
予
約
を
し
て
か

ら
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
転
入
し
て
来
た
方

や
、
受
診
票
を
紛
失
し
た
方
に
は

受
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
健

康
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
期
限
直
前
は
、
医

療
機
関
が
大
変
混
み
合
い
予
約
が

取
れ
ず
に
健
診
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
／
２
月
28
日
㈮
ま
で（
指
定
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

会
場
／
塩
釜
医
師
会
管
内
指
定
医

療
機
関

対
象
／
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
市

民
の
方（
平
成
26
年
３
月
31
日
現

在
）

健
診
内
容
／
身
体
測
定
、
問
診
、

各
種
検
査（
血
中
脂
質
、
肝
機
能
、

血
糖
、
尿
、
貧
血
、
心
電
図
、
腎

機
能
）等

費
用
／
無
料

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
１
３
１
～
１
３
４

ど
）・
設
備
の
復
旧
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
／
震
災
時
に
卸
売
業
、
小
売

業
、
飲
食
業
、
運
輸
業
、
鉱
業
、

採
石
業
、
砂
利
採
取
業
、
建
設
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん
で
い
た
方

補
助
率
／
２
分
の
１
以
内

補
助
額
／
上
限
３
０
０
万
円
、

下
限
１
０
０
万
円（
借
上
料
含
む
）

問
／
宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

☎
２
１
１
・
２
７
４
２

②�

中
小
企
業
施
設
設
備
復
旧
支
援

事
業
費
補
助
金

　

震
災
で
被
災
し
た
生
産
施
設
・

設
備
の
復
旧
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
中
小
製
造
業
者

補
助
率
／
２
分
の
１
以
内

補
助
額
／
上
限
２
千
万
円
、

下
限
１
０
０
万
円

問
／
宮
城
県
新
産
業
振
興
課

☎
２
１
１
・
２
７
２
２

③
観
光
施
設
再
生
支
援
事
業
補
助
金

　

震
災
で
被
災
し
た
観
光
施
設
・

設
備
の
復
旧
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
簡
易
宿

所
営
業
・
下
宿
営
業
の
施
設
、
そ

の
他
観
光
集
客
施
設
と
し
て
知
事

が
認
め
る
も
の

補
助
率
／
２
分
の
１
以
内

補
助
額
／
上
限
１
千
万
円
、

下
限
１
０
０
万
円

問
／
宮
城
県
観
光
課

☎
２
１
１
・
２
８
２
３

④�

津
波
・
原
子
力
災
害
被
災
地
域
雇

用
創
出
企
業
立
地
補
助
金
の
公
募

　

震
災
で
特
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
津
波
浸
水
区
域
の
産
業
復
興

を
加
速
す
る
た
め
、
企
業
立
地
補

助
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
／
津
波
浸
水
区
域
内
に
て
、

対
象
施
設
を
新
増
設
し
よ
う
と
す

る
民
間
事
業
者

対
象
施
設
／
製
造
業
の
用
に
供
さ

れ
る
工
場
、
物
流
施
設
、
試
験
研

究
施
設
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の

対
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
業
の
施
設
等

対
象
経
費
／
工
場
立
地
に
係
る
初

期
投
資
額（
土
地
取
得
費（
賃
借
料

は
対
象
外
）、
建
物
お
よ
び
機
械
設

備
等
の
取
得
費
、
こ
れ
ら
と
合
わ

せ
て
実
施
す
る
付
帯
工
事
費
）

※
事
業
の
用
に
供
す
る
投
下
固
定

資
産
額
が
５
千
万
円
未
満
の
投
資

案
件
は
補
助
対
象
外

雇
用
要
件
／
投
下
固
定
資
産
額

に
応
じ
た
新
規
地
元
雇
用
の
要
件

あ
り

補
助
率
／
宮
城
県
の
場
合

大
企
業
３
分
の
１
以
内
、中
小
企
業

２
分
の
１
以
内

問
／
宮
城
県
産
業
立
地
推
進
課

☎
２
１
１
・
２
７
３
２

3･11 東日本大震災 
多賀城市追悼式
　東日本大震災から3年にあたる3月11日㈫に、震災の犠牲と
なられた方々の追悼と、復興への願いを込め、本市主催の追悼式
を開催します。

日　時／3月11日㈫午後2時30分から（受け付けは午後1時30分から）
会　場／市民会館（文化センター内）小ホール
その他／・‌�駐車場は、文化センター東側および市役所西側をご利

用ください。
　　　　・‌�市役所ロビー、山王地区公民館、大代地区公民館に記

帳所を設けます。
　　　　・‌�献花用の生花を準備しています。
　　　　・‌�ご供花、お供物、ご香料などは辞退いたします。
　　　　・‌�午後2時46分から1分間、防災無線によりサイレン

を鳴らします。

問／市長公室政策秘書担当　内線217、218 昨年の追悼式の様子

震

災

関

連

情

報

期
限
が
迫
っ
て
い
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。申
請
は
お
早
め
に
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税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金
相
談

　
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税

理
士
記
念
日
」に
ち
な
み
、
税
理
士
に

よ
る
無
料
の
税
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
23
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

午
後
３
時

会
場
／
塩
竈
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
塩
竈
」（
塩
竈
市
東

玉
川
町
９

−

１
）

問
／
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部

☎
３
０
９
・
２
７
３
３

自
動
車
の
登
録・検
査
の
手
続
き

　
例
年
、
自
動
車
の
登
録
や
検
査
の
手

続
き（
名
義
変
更
、
住
所
変
更
、
廃
車
、

車
検
な
ど
）を
さ
れ
る
方
が
３
月
に
集

中
す
る
た
め
、
窓
口
や
駐
車
場
が
大
変

混
雑
し
、
申
請
者
の
方
々
に
は
ご
不
便

や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
消

費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

例
年
以
上
に
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
、
２
月
中
に
済
ま

せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４

時
ま
で（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
昼

休
み
を
除
く
）

問
／
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

・
登
録
関
係

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
１

・
検
査
関
係

事
業
開
始
の
背
景
と
課
題

　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
防
災

面
で
は
、避
難
者
等
の
受
け
入
れ
や
、

備
蓄
品
、
支
援
物
資
な
ど
の
配
送
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
い
状
況
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
面
で
は
、
市
内
に
立

地
す
る
製
造
業
な
ど
の
企
業
が
被
災

し
た
た
め
、
製
品
供
給
な
ど
が
行
え

る
ま
で
に
、
多
く
の
時
間
と
費
用
が
費

や
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
取

引
先
と
の
関
係
が
失
わ
れ
、
ま
た
、

従
業
員
の
雇
用
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
、
地
域
経
済
への
影
響
は
と
て
も
大

き
く
、
そ
の
後
の
産
業
復
興
が
遅
れ

る
要
因
と
な
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
備
え

と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
備
蓄
品
や
支

援
物
資
を
受
け
入
れ
、
配
送
し
や
す
い

環
境
整
備
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
津
波
が
襲
来
し
て
も
、

製
造
業
な
ど
の
企
業
の
操
業
継
続
を

支
え
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

産
業
の
復
興
、そ
し
て
減
災
の
た
め
の

拠
点
団
地
を
整
備
し
ま
す

　
本
市
は
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
の
停
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
、八
幡
字
一
本
柳
地
区
に
産
業
復
興
と
減
災

（
※
）の
た
め
の
拠
点
団
地（
津
波
復
興
拠
点
団
地
）を
整
備
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
事
業
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☎
２
３
５
・
２
５
１
７

・
車
検
予
約

☎
０
５
７
０
・
０
３
０
・
３
３
０

軽
自
動
車
の
変
更
手
続
き
は

お
早
め
に

　
軽
自
動
車
の
住
所
変
更
、名
義
変
更
、

廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

　
例
年
３
月
は
窓
口
業
務
の
繁
忙
期
で

す
。
特
に
週
末
や
中
旬
以
降
は
大
変
混

雑
し
、
待
ち
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時

（
土
曜・日
曜
日
、祝
日
、昼
休
み
を
除
く
）

問
／
軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管
事

務
所

☎
２
８
４
・
１
３
６
８

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
し
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額

減
額
の
要
件
／
①
平
成
19
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
存
在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅

部
分
を
除
く
）で
あ
る
こ
と

②
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
た
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

③
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方

・
障
害
が
あ
る
方

④
次
の
改
修
工
事
で
、
補
助
金
な
ど
を

除
く
自
己
負
担
額
が
一
戸
当
た
り
50
万

円
を
超
え
る
も
の（
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
改
修
工
事
に
係
る
契
約
が
締

結
さ
れ
た
場
合
は
、
30
万
円
以
上
）で

あ
る
こ
と

・
廊
下
の
拡
幅
、階
段
の
勾
配
の
緩
和
、

浴
室
の
改
良
、便
所
の
改
良
、手
す
り
の

取
り
付
け
、床
の
段
差
解
消
、引
き
戸
へ

の
取
り
換
え
、床
表
面
の
滑
り
止
め
化

減
額
の
範
囲
／
一
戸
あ
た
り
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
、
固
定
資
産

税
額
の
３
分
の
１
を
減
額（
新
築
住
宅

に
よ
る
減
額
ま
た
は
耐
震
改
修
に
よ
る

減
額
を
受
け
て
い
る
期
間
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
）

減
額
期
間
／
工
事
が
完
了
し
た
日
の
属

す
る
年
の
翌
年
１
月
１
日
を
賦
課
期
日

と
す
る
年
度
分

必
要
書
類
／
①
減
額
申
告
書
…
固
定
資

産
税
係
窓
口
に
備
え
付
け（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

③
介
護
保
険
給
付
金（
介
護
予
防
住
宅

改
修
費
な
ど
）の
決
定
通
知
書

④
改
修
工
事
の
内
容
が
分
か
る
書
類

（
工
事
明
細
書
の
写
し
、
改
修
工
事
箇

所
の
写
真
、
領
収
書
等
の
写
し
な
ど
）

⑤
該
当
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

⑥
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合

は
、
契
約
書（
写
し
で
も
可
）

改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ
月
以
内
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
１
５
４
～
１
５
６

所得税（譲渡所得を含む）・消費税および地方消費税・
贈与税の確定申告書作成会場の開設

期間／2月3日㈪～3月17日㈪（土曜・日曜日、祝日を除く）
時間／午前9時～午後4時
会場／マリンゲート塩釜3階マリンホール（塩竈市港町1-4-1）
申告・納税期限／所得税・贈与税：3月17日㈪
	 消費税・地方消費税：3月31日㈪
※塩釜税務署内には、確定申告書作成会場を開設していま
せんのでご注意ください。

不審な電話にご注意

　国税局や税務署の職員を名乗る者から電話があり、
アンケートや年金受給調査と称して、年齢や家族構成、
年金の受給状況、預金残高、口座情報などについて
聞き出そうとする事例が発生しています。不審な電話
があった場合には、即答を避け、①相手の所属部署、
②氏名、③電話番号を確認した上で一旦電話を切り、
最寄りの税務署にお問い合わせください。

平成25年分所得税確定申告、平成26年度市・県民税申告は

2月13日㈭～3月17日㈪
会場 市役所6階大会議室

※2月13日㈭、14日㈮は市・県民税の申告のみ受け付け
受付時間、申告の日程および必要書類などは、広報多賀城と一緒に配布
している「平成26年度市民税・県民税申告の手引き」をご確認ください。

問／税務課市民税係　内線151～153　塩釜税務署　☎362-2151

確定申告
が始まります

事
業
概
要

事
業
名
／
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業

事
業
主
体
／
多
賀
城
市

事
業
費
／
約
47
億
円（
国
の
復
興
予

算
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
ま
す
）

区
域
面
積
／
約
15
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

完
了
予
定
／
平
成
27
年
度
末
頃

整
備
内
容
／
田
畑
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
八
幡
字
一
本
柳
地
区
の
土
地

を
取
得
し
て
盛
土
造
成
す
る
と
と
も

に
、道
路
や
雨
水・汚
水
排
水
管
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

土
地
利
用
計
画
／（
計
画
図
は
下
図

の
と
お
り
で
す
）

①
公
共
施
設

　
減
災
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
の
備

蓄
倉
庫
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

②
産
業
施
設

　
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る

食
料
品
製
造
業
の
工
場
、
事
務
所
な

ど
を
配
置
し
ま
す
。
な
お
、
立
地
の

条
件
と
し
て
、
今
後
、
大
津
波
が
襲

来
し
た
際
に
、
既
存
の
工
場
地
帯
に

立
地
す
る
製
造
業
の
操
業
継
続
を
支

え
る
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
支
援
協
定

を
締
結
し
て
、
製
造
す
る
食
料
品
を

含
む
支
援
物
資
の
提
供
や
帰
宅
困
難

者
の
受
け
入
れ
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

③
道
路
な
ど

　
区
域
内
に
は
、
歩
道
の
あ
る
道
路

（
幅
員
10
～
16
メ
ー
ト
ル
）を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
雨
水
や
汚
水
を
排
水

す
る
管
路
の
整
備
の
ほ
か
、
大
雨
降

雨
時
に
雨
水
が
一
挙
に
区
域
外
に
流

出
し
な
い
よ
う
、
一
時
的
に
貯
留
す

る
調
整
池
を
整
備
し
ま
す
。さ
ら
に
、

近
隣
住
民
な
ど
が
憩
え
る
公
園
を
２

カ
所
整
備
し
ま
す
。
な
お
、
区
域
内

外
を
つ
な
ぎ
交
通
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
道
路
も
合
わ
せ
て
整
備
す
る
予

定
で
す
。

整
備
効
果
／
市
内
で
の
雇
用
機
会
の

創
出
と
経
済
活
動
の
活
発
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、

備
蓄
品
や
支
援
物
資
の
配
送
が
円
滑

に
行
え
る
と
と
も
に
、
立
地
企
業
か

ら
の
食
料
品
提
供
な
ど
、
防
災
・
減

災
面
で
の
支
援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
３
月
末
頃

ま
で
に
、
立
地
す
る
企
業
を
公
募
し

て
決
定
し
、
立
地
協
定
や
災
害
時
支

援
協
定
を
締
結
し
ま
す
。
４
月
頃
か

ら
用
地
を
取
得
し
、
秋
頃
か
ら
盛
土

造
成
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
／
震
災
復
興
推
進
局

内
線
２
６
１
、
２
６
２

※�「
減
災
」と
は
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
す
。

多賀城キャンパス

多賀城市八幡字一本柳地区
津波復興拠点団地土地利用計画

多賀城キャンパス

←仙
台

塩竈→

多賀
城駅
→

←中
野栄
駅

JR仙
石線

多賀城キャンパス

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

そ
の
ほ
か
の

�

税
の
お
知
ら
せ
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◆地域の自然資源を活かした景観まちづくり
　本市には加瀬沼周辺に広がる自然や、多賀城跡など歴史資源周辺の樹林、市北部を中心に点在する小丘陵の
緑など、市街地のすぐそばに緑の自然が広がっています。また、砂押川や七北田川などの水辺の景観、多賀城
跡や西部の田園地帯から眺める眺望景観も、自然を感じられる景観となっています。本市では、これらの自然
を守り、後世に継承しながら、自然資源を活かした街づくりを進めていきます。

問／都市計画課都市計画係　内線425

　

多
賀
城
と
い
え
ば
、
日
本
三
大

史
跡
の
一
つ
で
あ
る「
多
賀
城
跡
」

や
、
松
尾
芭
蕉
も
訪
れ
た「
多
賀
城

碑（
壺
の
碑
）」な
ど
、
ま
ち
の
宝
物

で
あ
る「
文
化
財
」が
有
名
で
す
が
、

多
賀
城
の
魅
力
は
ま
だ
ま
だ
隠
れ

て
い
る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
、
四
季
を
通
し
た
新
た

な
多
賀
城
の
魅
力
を
探
し
観
光
資

源
を
発
掘
す
る
事
業
を
行
い
ま

す
。
ラ
ジ
オ
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
市
内

を
取
材
し
、
多
賀
城
の
秘
め
ら
れ

た
、
あ
る
い
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い

観
光
情
報
を
発
掘
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

ま
た
、
集
め
た
情
報
を
基
に
、

F
M
ラ
ジ
オ
で
多
賀
城
の
観
光
情

報
を
発
信
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

聴
き
く
だ
さ
い
。

放
送
時
間
／
毎
週
火
曜
日
12
時
30

分
～
55
分（
25
分
間
）

放
送
局
／
D
a
t
e 

f
m（
エ
フ

エ
ム
仙
台
77
・
1
M
Ｈ
ｚ
）

番
組
内
容
／
多
賀
城
の
観
光
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
市
政
情
報
な
ど

問
／
商
工
観
光
課
観
光
係　

内
線
4
7
2

省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト

・‌�‌

扇
風
機
は
夏
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
暖
か
い
空
気
は

部
屋
の
上
の
ほ
う
に
溜
ま
る
の

で
、
空
気
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

扇
風
機
を
上
に
向
け
て
使
い
ま

し
ょ
う
。

・‌�

一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
、
家
族

団
ら
ん
の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、

絆
が
深
ま
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
他
の
部

屋
の
電
気
は
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
結
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の

人
た
ち
が
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
将
来
の
環
境
が
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
皆
さ
ん

で
省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
係

内
線
2
3
5

　

3
月
1
日
㈯
か
ら
7
日
㈮
ま
で
、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
火
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

の
近
く
で
使
用
し
な
い
。

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
使
用
時
は
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

④�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤�

寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

⑥�

火
災
の
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

問
／
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

多
賀
城
消
防
署

☎
3
6
6
・
0
1
7
7

　

新
年
度
予
算
な
ど
を
決
め
る
第

1
回
市
議
会
定
例
会
を
次
の
日
程

（
予
定
）で
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
日
程
は
、
2
月

7
日
㈮
に
開
催
予
定
の
議
会
運
営

委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
そ
の
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。

問
／
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1
、
3
1
2

　

2
月
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、

家
庭
で
の
電
気
や
灯
油
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
増
え
、
電
力

不
足
が
心
配
に
な
っ
て
く
る
時
期

で
す
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
た
め
、

環
境
家
計
簿
な
ど
の
記
録
す
る

ツ
ー
ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
、
使
っ
て
み
る
と
、
意
外
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
に
つ

い
て
、
他
の
家
庭
と
具
体
的
に
比

較
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
は
、

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
参

照
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

を
振
り
返
っ
た
り
、
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
る
な
ど
、
2
月
の
省
エ
ネ

月
間
を
機
会
に
し
て
、
省
エ
ネ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
25
年
12
月
9
日
㈪
に
、
留
ケ

谷
集
会
所
に
て
実
施
し
た
、
お
ば
ん

で
す
懇
談
会
で
の
内
容
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
参
加
者
43
人
）

◆
復
興
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

市
民「
震
災
に
よ
る
多
賀
城
の
被
害

額
や
復
興
の
進
捗
な
ど
に
つ
い
て
、

大
ざ
っ
ぱ
で
良
い
の
で
教
え
て
く

だ
さ
い
。」

市
長「
被
災
者
生
活
再
建
を
最
優
先

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
災
害

公
営
住
宅
の
建
設
や
道
路
、
下
水
道

関
係
の
復
興
に
は
膨
大
な
費
用
を
要

し
ま
す
。
3
～
4
年
が
過
ぎ
て
、
復

興
に
め
ど
が
つ
い
た
時
点
で
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。」

●
話
題
内
容

・
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て

・
市
立
図
書
館
建
設
に
つ
い
て

・
震
災
後
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
2
階
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広

聴
係　
内
線
2
5
5

次回（2月）の
おばんです懇談会
日時／2月27日㈭
午後7時～8時30分
会場／下馬公民館
（下馬2丁目4番17号）
皆さんの参加をお待
ちしています!

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

第1回定例会会期日程（予定）
日程 内容

2月12日㈬ 本会議（施政方針）
2月14日㈮ 本会議（条例ほか）
2月17日㈪ 補正予算特別委員会
2月18日㈫ 補正予算特別委員会、本会議（採決）
2月24日㈪～25日㈫ 本会議（一般質問）
2月26日㈬ 予算特別委員会
3月3日㈪～6日㈭ 予算特別委員会
3月7日㈮ 本会議（採決）
※上記以外は議案調査のため休会です。

景観だより 16  自然資源を活かした景観まちづくり

多
賀
城
の
埋
蔵
さ
れ
た
観
光
情
報
を
発
掘
中
！

ラ
ジ
オ
で
、
順
次
、
発
信
し
ま
す

省
エ
ネ
に
取
り
組
む
絶
好
の
機
会
！

2
月
は「
省
エ
ネ
月
間
」で
す

春
の

火
災
予
防
週
間

第
1
回

定
例
会
の
お
知
ら
せ

2月4日
放送

スタート

本市の主な自然資源の分布

　「海に浮かぶ島」にたとえら
れる「浮島」や歌枕にも詠まれ
た「末の松山」などの小丘陵の
起伏や、丘陵樹林地は、市街
化が進む現在も、本市の特徴
的な景観となっています。

小丘陵の樹林

　加瀬沼の水とその
周辺の樹林の緑が、
多賀城跡や多賀城廃
寺跡周辺の樹林と連
なり、広がりのある
自然景観を形成して
います。

緑と一体の水辺景観 　多賀城の史跡周辺
は緑豊かな樹林に囲
まれ、史跡と緑が調
和した多賀城らしい
景観を作り出してい
ます。

多賀城廃寺跡

　市街地を流れる
砂押川や七北田川
は、水辺の緑と堤防
沿いの木々により、
自然と都市が調和
し た 水 辺 景 観 と
なっています。

河川の景観

　農地の広がりとその先の
丘陵地、そして遠景の山々
が調和し、緑豊かな田園景
観が形成されています。

遠くの山と調和した田園景観
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大
切
な
お
子
さ
ん
を
病
気
や
感
染
症
か
ら
守
る

た
め
に
は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
予
防
接
種
の

種
類
に
よ
っ
て
接
種
す
る
月
年
齢
や
回
数
、
間
隔

な
ど
が
異
な
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
免
疫
を
つ

け
る
た
め
に
は
決
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
を
守
っ
て

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い「
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

　
日
本
脳
炎
は
ヒ
ト
か
ら
直
接
で
は
な
く
ブ
タ
な

ど
の
体
内
で
増
え
た
ウ
イ
ル
ス
が
蚊
に
よ
っ
て
媒

介
さ
れ
感
染
し
ま
す
。
潜
伏
期
間
の
後
、
高
熱
、

頭
痛
、
お
う
吐
、
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
な
ど
の

症
状
を
示
す
急
性
脳
炎
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
接
種
後
に
重
い
病
気

に
な
っ
た
事
例
を
受
け
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
間
、
接
種
の
勧
奨
を
行
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
現
在
は
通
常
ど
お
り
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
接
種
の
機
会

を
逃
し
て
い
る
お
子
さ
ん（
平
成
7
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
）に
つ

い
て
は
、
20
歳
未
満
の
間
に
不
足
し
て
い
る
分
を

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に

よ
り
特
に
左
記
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
接
種
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
規
定
回

数
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
接
種
方
法
は
、
左

記
の
表
を
参
考
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

豆のパワーで丈夫な体を作ろう！

問／学校給食センター　☎362-7874

●大豆
タンパク質が豊富で「畑の肉」と
いわれています。
豆腐や油揚げの材料になります。

●そら豆
村田町特産。夏に収穫され、茹
でて食べたり煮豆、しょうゆ豆
にします。

●小豆
あんこの材料になります。
赤い色が魔よけになるとされ、
赤飯にも使われています。

●ひよこ豆
煮込み料理やサラダなどに使用
します。
スペイン語ではガルバンソーと
いいます。

●えんどう豆
緑色の豆で、うぐいすあんの材
料になります。
若いさやは絹さやとして食べら
れています。

●レンズ豆
凸レンズのような形からこの名
前がつきました。
水で戻さずそのまま料理に使え
ます。

■�

春
先
に
多
く
な
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
ご
存
知
で
す
か

　
進
学
や
就
職
、卒
業
や
転
勤
な
ど
で
、

新
生
活
の
準
備
を
始
め
る
方
が
多
く
な

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
の
生
活

の
中
で
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
不
動
産
の
賃
貸
借（
契
約
時
）

　
新
し
く
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
契
約
を

す
る
際
は
、
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
借
主
に
不
利
な
特
約

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
物
件
を
見
て
、
借
り

る
部
屋
や
建
物
の
状
態
、
周
辺
環
境
を

自
分
の
目
と
足
で
し
っ
か
り
確
認
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
契
約
内
容
と
物
件
の
状
態
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
、
契
約
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
動
産
の
賃
貸
借（
退
去
時
）

　
契
約
書
に
定
め
ら
れ
た
解
約
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。「
解
約
を
す
る
場
合

は
○
日（
○
カ
月
）前
ま
で
に
通
知
す
る

こ
と
」と
い
う
中
途
解
約
の
特
約
が
付

い
て
い
る
の
が
通
常
で
す
の
で
、
退
去

が
決
ま
っ
た
ら
早
め
に
相
手
方
へ
通
知

し
ま
し
ょ
う
。
通
知
を
書
面（
配
達
証

明
郵
便
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
）で
行
う

と
、「
い
つ
通
知
し
た
か
」は
っ
き
り
す

る
の
で
安
心
で
す
。

　
借
り
て
い
た
部
屋
の
原
状
回
復
費
用

の
借
主
の
負
担
範
囲
は
、
国
土
交
通
省

が「
原
状
回
復
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
し
て

公
表
し
て
い
ま
す
。
費
用
負
担
は
、
そ

の
基
準
を
も
と
に
貸
主
と
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
退
去
時
は
き
れ
い
に
清
掃
し

て
、
貸
主
と
立
会
い
の
時
に
費
用
負
担

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
、
そ
の
状
態

を
写
真
で
保
存
し
て
お
く
と
、
ト
ラ
ブ

ル
発
生
の
際
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

③
引
越
を
事
業
者
に
依
頼
す
る
場
合

　

事
業
者
と
契
約
す
る
際
は
、「
作
業

員
の
作
業
範
囲
」や「
荷
物
の
破
損
時
の

補
償
内
容
」な
ど
の
契
約
内
容
を
確
認

し
、事
前
に
見
積
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
作
業
は
運
搬
の
み
か
、
運

搬
か
ら
収
納
ま
で
な
の
か
、
詳
細
を
確

認
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
当
日
の
契
約

内
容
変
更
で
作
業
後
の
請
求
額
が
大
幅

に
増
加
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
携
帯
電
話
の
使
用
料
と
架
空
請
求

　
卒
業
や
進
学
を
機
会
に
、
子
ど
も
に

初
め
て
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
と
い
う

家
庭
で
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
家
族
で

ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
利
用
サ
ー
ビ
ス

に
制
限
を
設
け
た
り
す
る
こ
と
は
、
課

金
制
ゲ
ー
ム
の
高
額
請
求
や
、
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
の
架
空
請
求
、
個

人
情
報
の
流
出
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
新

聞
な
ど
の
訪
問
・
電
話
で
の
勧
誘

　
簡
単
に
契
約
し
、
安
く
な
ら
な
い
こ

と
が
分
か
っ
て
解
約
し
よ
う
と
す
る

と
、
高
額
な
違
約
金
が
発
生
す
る
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約

内
容
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
じ
っ
く

り
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
本
当
に
必
要
か
を
考
え
た
上
で
契

約
し
ま
し
ょ
う
。

■�

悪
質
業
者
に
よ
る
ヤ
ミ
金
融

が
増
加
し
て
い
ま
す

　
悪
質
業
者
は
、
消
費
者
金
融
や
銀
行

か
ら
お
金
を
借
り
ら
れ
な
く
て
困
っ
て

い
る
人
た
ち
を
狙
っ
て
、
広
告
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
を
使
い「
超
低
金

利
」「
自
己
破
産
・
ブ
ラ
ッ
ク
O
K
」「
審

査
な
し
」な
ど
と
勧
誘
し
、「
通
常
利
息

年
5
％
以
下
」な
ど
の
曖
昧
な
表
現
で
、

法
の
定
め
る
上
限
を
大
き
く
超
え
た
金

利
で
数
万
円
程
度
を
貸
し
付
け
、
返
済

を
脅
迫
的
手
段
で
迫
っ
て
き
ま
す
。

　
市
内
で
は
、「
押
し
貸
し
」と
言
わ
れ

る「
契
約
も
し
て
い
な
い
の
に
勝
手
に

銀
行
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
き

て
、
数
日
後
か
ら
脅
迫
的
な
言
動
で
返

済
を
迫
っ
て
き
た
」と
い
う
内
容
の
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
に
被
害
者
の
家
族
や
親

族
、
友
人
、
職
場
の
情
報
を
教
え
て
し

ま
い
、
被
害
者
に
対
し
て「
家
族
や
友

人
に
迷
惑
が
か
か
る
」な
ど
と
脅
し
て

く
る
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
業
者
間
で
は
、
ヤ
ミ
金

融
利
用
者
の
名
簿
が
出
回
っ
て
お
り
、

一
度
被
害
に
遭
う
と
別
の
業
者
か
ら

「
被
害
救
済
」な
ど
の
名
目
で
、
更
に
接

触
を
図
ろ
う
と
す
る
メ
ー
ル
や
電
話
が

送
ら
れ
て
く
る
場
合
が
あ
り
、
被
害
の

深
刻
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急

時
は
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
も
考
え
て

く
だ
さ
い
。

■�

悪
質
業
者
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
勧
誘
の
電
話

や
訪
問
、
広
告
な
ど
の
甘
い
言
葉
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ヤ
ミ
金
融
以
外
で
も
、
悪
質
業
者
が

近
づ
い
て
く
る
手
段
は
同
じ
で
す
。

　

こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
と
る
こ
と
で
、

個
人
情
報
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
る
の
で
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
無
視

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
電
話
で
の
勧
誘
に
つ
い
て
は
、
留
守

番
電
話
の
録
音
機
能
を
使
っ
て
、
直
接

電
話
に
出
な
い
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
問
／
市
民
相
談
室（
生
活
環
境
課
内
）　

内
線
2
3
7
～
2
3
9

低金利
で

貸しま
すよ

平成25年度積極的勧奨にあたるお子さん
年齢 生年月日 種類

7歳 平成18年4月2日～
平成19年4月1日 １期

初回接種
8歳 平成17年4月2日～

平成18年4月1日

9歳 平成16年4月2日～
平成17年4月1日 １期

追加接種
10歳 平成15年4月2日～

平成16年4月1日

18歳 平成7年4月2日～
平成8年4月1日

２期
接種

積極的な勧奨の差し控えにより、規定回数を受けられなかった方の接種方法

接種歴
第1期接種 第2期

接種
必要な
接種
回数

初回 追加
1回目 2回目 3回目 4回目

第1期接種のうち、
1回目のみ受けた方

1回目接種
から6日以
上の間隔を
おいて1回

2回目接種か
ら6日以上の
間隔をおいて
1回

9歳以上で、
3回目接種
から6日以
上の間隔を
おいて1回

3回

第1期接種のうち、
2回目まで受けた方
（第1期初回接種済み）

2回

第1期接種のうち、
3回目まで受けた方
（第1期追加接種済み）

1回

第1期を全く
受けていない方

6～28日の間隔
をおいて2回

2回目接種からおお
むね1年後※1に1回 4回

注）　‌�「おおむね1年後※1」とは、「11カ月から13カ月まで」としています。13歳以上の女性の接種に
当たっては、妊娠中若しくは妊娠している可能性がある場合に原則接種しないこととしています。

予防接種はお済みですか

　2月3日は節分です。「福は内、鬼は外」と力いっぱい豆まきをして、悪さをす
る鬼を追い払い、幸せを呼び込みましょう。
　この豆まきに使う大豆にはいろいろな栄養がぎっしり詰まっています。ほかに
も昔から使われてきた豆や外国からやってきた新しい豆がありますので、それぞ
れの特徴について紹介します。

《チャレンジ♪作って見よう♪》豆カレー　〜いつものカレーに一工夫〜
　野菜の切り方を粗みじんに変え、ひよこ豆やレンズ豆を加えるとインド風カレーの
できあがり！良質なタンパク質はもちろん、鉄分が豊富で貧血予防に効果的。整腸作
用のある食物繊維もたっぷりで便秘予防にもなります。

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
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地域の話題♪

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

　平成25年12月25日、栃木県壬
み

生
ぶ

町
まち

と災害協
定を締結しました。壬生町は東日本大震災で発生
した本市のガレキを受け入れていただいた町で
す。今後も壬生町に対する感謝の思いと、つな
がりを大切にしていきます。

阿部 蒼
そ う

太
た

くん（3歳）　柚
ゆ ず

希
き

くん（1歳）
2人仲良く、元気に育ってね。（パパ&ママより）（高橋）

安倍総理大臣、多賀城を視察
　12月27日、安倍総理大臣が本市をはじめとする
被災地の視察を行いました。本市では、ソニー株式
会社仙台テクノロジーセンター内に設置されている
「みやぎ復興パーク」を訪れ、東北大学や協力企業な
どが連携し研究している、次世代移動体システム研
究プロジェクトについて説明を受けました。その後
災害時、自動車による避難を模擬実験するドライビ
ングシミュレーターや小型電気自動車に試乗するな
ど、最先端の減災技術の研究成果を視察されました。

新たなスタート
　1月12日、平成26年成人式が文化センターで開催され、新成人426人が出席しました。今年も成人式実行委員会
の皆さんが企画・運営に携わり、成人代表のあいさつや恩師のスピーチが行われるなど、心に残る式となりました。

走る楽しさを教えてもらったよ
　12月16日、天真小学校と多賀城東小学校にてハート
フルプロジェクトふれあい陸上教室が開催されました。
この陸上教室には、前日の第33回全日本実業団対抗女
子駅伝大会に参加した選手が訪れました。
　多賀城東小学校には準優勝した「ユニバーサルエン
ターテインメント」の選手が訪れ、トップアスリートを
目の前にした児童は緊張気味でした。
　ランニングや鬼ごっこを選手と楽しみながら陸上競技
を体験し、最後はクラス対抗のリレー大会で盛り上がり
ました。

昭和の写真が語りかけるストーリー
　1月18日、中央公民館で「写真で見つける昭和の多賀
城講座」が開催され、古い写真を保存していく意義など
が話し合われました。一枚の写真に写り込んだ街並みや
看板などからは当時の生活が垣間見えることも。講師の
20世紀アーカイブ仙台の佐藤正実さんからは、「個人の
思い出を集めることで、地域を知るきっかけになる」と
いう話がありました。企画した市民活動サポートセン
ターでは、地域活動の活性化に向け、昭和時代の多賀城
の写真を集めていますので、ご協力をお願いします。

市内を駆け抜けた、クイーンの風
　12月15日、第33回全日本実業団対抗女子駅伝
大会が開催されました。コース沿道にたくさんの観
衆が声援を送る中、世界に誇る日本の中長距離トッ
プランナーが市内を駆け抜けました。
　予選を勝ち抜いた27チームは、90人の市民ボ
ランティアと市民の応援に見守られながら力強い
走りを披露しました。

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

　
自
慢
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん（
未

就
学
児
）の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報

広
聴
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲和やかに式典が執り行われました

▲新成人あいさつ

▲友人との再会を喜びました

▲成人式実行委員の皆さん
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友好都市の「旬」の話題をお届けします

お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
女性のためのヨガ練習会 2月5日㈬

午前9時30分～10時10分
／文化センター

体の固い人でもラクラクできる、
初心者向きのヨガクラスです。

無料
ヨガ同好会ラン
鈴木☎368-7078

絵手紙・はがき絵
すずらんの会

（金曜日コース）2月7日、21日
（土曜日コース）2月1日、22日
いずれも午前10時～正午
／山王地区公民館

春の絵手紙を楽しんでみません
か。随時体験募集（要申込）道具は
貸出しますので、手ぶらでどうぞ。

体験料2回セット1,000円
浅野☎363-4887
（午前9時～正午・午後6時～8時）

囲碁大会 月例囲碁大会2月9日㈰
級位者囲碁大会2月15日㈯
いずれも午前9時50分から
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します。 1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部
☎368-7925
http://gon.ath.wjg.jp/tigo/

子育てサロン
～ヨーガでリフレッシュ～

2月12日㈬
午前10時～正午
／リフレーヌ

日頃の育児や家事と頑張っている
お母さん、ヨーガでリフレッシュ
しませんか?（子連れ大歓迎）

2,000円
加藤☎080-1849-6253
メールtensinokyuusoku@gmail.com

多賀城「支え合いの会」 2月27日㈭
午後1時30分～3時30分
／花子ドットコム多賀城店

みんなで楽しく歌って交流しま
しょう。

600円

向坂☎367-4071
心のリラックスタイム 2月28日㈮

午前10時～正午、
午後7時～9時（2回）
／市民活動サポートセンター

こんな方に!心のメンテナンス法
を知りたい、話しを聞いてもらい
たい、楽な対処法を身につけたい
など

1,000円
ハートフルハピネス
木ノ下☎070-5321-4252
メールheartful0120@willcom.com

会
員
募
集

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
キッズチアダンスサークル
「WINGS☆チア」

第1～3水曜日午後4時～5時
／みやぎ生協多賀城店

チアダンスを楽しみ、人と町に笑
顔と元気を届けよう。
／幼稚園年長児から小学生

月会費3,000円

三浦☎090-6789-7394
社交ダンス「紫陽花」 月3回日曜日午前10時30分～正午

／文化センター、七ケ浜公民館、
アクアリーナ

プロ講師による指導ワルツ、タン
ゴ、ルンバ／初心者から少し踊れ
る方

月3,500円（入会金不要）
三上☎090-9537-7424
（午後7時～10時）

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜日
午前10時30分から
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズ
ム体操します。
／生後6カ月から入園前までの親子

月1,200円

佐藤☎080-5578-3625
ヨーガ教室「たんぽぽ」 第1～3木曜日

午前10時30分～正午
／文化センター

ヨーガストレッチ
／どなたでも参加できます

月2,000円

西山☎389－2084
山王ヨガサークル ビギナークラス

毎週水曜日午前10時～11時
／山王地区公民館

初めての方、少し体を動かしたい
方向け。初心者向けのヨガ、スト
レッチ、修正法など／どなたでも

1回参加ごとに500円
山王ヨガサークルプラスアル
ファクラスのみ1回参加ごとに
1,000円

NPO法人日本ヨガ連盟
http://www.npo-yoga.com/
阿部☎090-8786-9059

プラスアルファクラス
毎週水曜日午前10時～11時45分
／山王地区公民館

しっかり体を動かしたい方向け。
連続ポーズ、呼吸法など
／どなたでも

ゆるり～んヨガサークル 月2回午前10時～10時45分
／文化センター

リフレッシュを目的とした初心者
向けのヨガ（子連れ可）
／育児中の女性

月2回午前11時～11時30分
／文化センター

親子で楽しむヨガ
／ベビークラスは1歳まで、キッズ
クラブは未就園児まで

　天童雛飾りが春をつれてきます。
　豪華な衣装を身にまとった古今雛や享保雛、押絵
雛など、古きよき時代の天童春物語を繰り広げます。
　雛人形を愛でながら春の散策をどうぞお楽しみく
ださい。
特別イベントのご案内
親子でひな菓子づくり
日時／3月16日㈰
1回目午後1時30分から
2回目午後3時から
会場／将棋むら天童タワー
費用・定員／1セット100円
各回20組
ひなのお話・紙しばい
日時／3月2日㈰
1回目午後1時30分から  2回目午後3時から
会場／広重美術館
費用・定員／無料（ひなのお菓子つき）  各回15組
申込／いずれも2月3日㈪から、天童雛飾り実行委員会へ
問／天童市商工観光課
☎023－654－1111 内線222

❖古きよき時代 天童春物語
～天童雛飾り～

友好都市だより　山形県天童市
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。
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。
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。
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広
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で
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す
。

○
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方
な
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、
１
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目
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学
習
す
る
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科
履
修
生
・
科

目
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修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
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歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
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の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
が
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
習
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し
卒
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す
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と
、
学
士

（
教
養
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を
取
得
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
／
２
月
28
日
㈮
ま
で

資
料
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で
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し
上
げ
て
い

ま
す
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問
・
資
料
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求
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放
送
大
学
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城

学
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セ
ン
タ
ー

☎
２
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４
・
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１

放
送
大
学
ホ
ー
ム
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ー
ジ
で
も
受
付

し
て
い
ま
す
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http://w
w
w
.ouj.ac.jp

放
送
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月
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］
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Ａ
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３
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デ
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、
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○
物
資
提
供
・
人
的
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公
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社
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人
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釜
法
人
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、

ル
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ン
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ー
プ
復
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ク
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＊
物
資
の
提
供
・
人
的
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た
だ
い
た

個
人
の
方
は
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの

　昨年 12月22日にめで
たく100 歳のお誕生日を
迎えられた小川繁男さん
（東田中）
　普段は、デイサービスに
週3回通っていますが、身
の回りのことはほとんど自分で行
なっているそうです。
　食べ物は好き嫌いがなく何でも
食べ、特に肉類が好きだそうです。
　思い出は、昭和62年から4年間、東田中区長を
努め、平成元年から区長会の副会長を努めたこと。
また、70代の頃、ドイツに住んでいた息子さん宅
に泊まりながら、1カ月間ヨーロッパ旅行をしたこと
だそうです。
　平成15年12月、90歳の時には、自伝「耕雲
流水　九十年の歩み」を出版し、長い人生を振り
返っています。
　今も、自分で出来ることにおいて、世のため、
人のため尽くせるよう努力中であるとのこと。
　これからも、ますますのご長寿をお祈りします。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

▲市花「山茶花」
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■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

※緊急雇用創出事業による募集については、震災等緊急雇用対応事業であり、被災求職者のみが対象となります。
　ここでいう被災求職者とは、東日本大震災発生時に、宮城県、青森県、岩手県、福島県、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県及び長野県内の災害救助法適
用地域に所在する事業所に雇用されていた者で、その後離職した失業者または当該地域に居住していた求職者（未就職卒業者を含む）を指します。
　対象者の要件などの詳細は、募集要領（市ホームページに掲載および総務課人事係で配付）に記載していますのでご確認ください。

くらしの情 報くらしの情 報

職　種 勤務概要・資格要件など 募集人数 雇用期間・その他 問・申込先

1

市長公室
行政経営担当
事務補佐員

業務内容／資料作成やデータ処理などの事務業務
資格要件／パソコン（ワード・エクセル等）の操作
ができる方
勤務場所／市長公室行政経営担当
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
(5日の内1日は6時間）　週29時間
月5時間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

1人

4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す
・週29時間以内で所
属長が指定する日に
勤務します

・月給制、通勤手当、
年次有給休暇、社会
保険あり

・資格の有無などによ
り面接選考の上、雇
用します

※3の情報化推進業務
事務補佐員において
は面接選考に加え実
技試験を行います

2月3日㈪～14日
㈮までに履歴書（市
ホームページからダ
ウンロードしたもの
または総務課窓口に
備え付け）に必要事
項を記入し、写真を
貼付の上、資格を証
明する書類の写しを
添えて総務課人事係
へ直接
内線226～227

・2月3日㈪～14
日㈮まで総務課人
事係にて募集要
領・履歴書を配布
します。

・1～15について
の申し込みは1つ
に限ります。重複
しての申し込みは
できません。

2 総務課
事務補佐員

業務内容／職員の福利厚生、社会保険に関する事
務など
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができる方
勤務場所／総務課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
（5日のうち1日は6時間）　週29時間。月3時間
程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

2人

3

情報化推進業務
（パソコンなど
の保守）
事務補佐員

業務内容／パソコンのメンテナンスおよび各種ソ
フトのインストールなどのパソコンの設定管理に
関する事務など
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができ、設定なども自分で行える方
勤務場所／総務課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
（5日のうち1日は6時間）　週29時間
月給／135,600円

1人

4
地 域 コ ミ ュ ニ
ティ課
事務補佐員

業務内容／各種統計調査係る資料作成、データ入
力、調査客体照会、調査票審査などの業務
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができる方
勤務場所／地域コミュニティ課など
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
（5日のうち1日は6時間）　週29時間。繁忙時に
は月10時間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

1人

5

農政課
事務補佐員

業務内容／データ入力や書類作成等の事務業務お
よび現地調査などの業務
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができる方
勤務場所／農政課など
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
（5日の内1日は6時間）　週29時間
月1～2時間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

1人

6 社会福祉課
事務補佐員

業務内容／データ入力や書類作成などの事務業務
および窓口業務
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができる方
勤務場所／社会福祉課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
勤務（5日のうち1日は6時間）　週29時間。月8
時間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

1人

平成26年度の非常勤職員・臨時職員を募集します

職　種 勤務概要・資格要件など 募集人数 雇用期間・その他 問・申込先

7

社会福祉課
保健師・社会福
祉士・精神保健
福祉士

業務内容／精神保健福祉などに関する業務（相談・
調査・書類作成など）
資格要件／保健師、社会福祉士、精神保健福祉士
のいずれかの資格を所持し、普通自動車運転免許
を有し、パソコンの操作ができる方
勤務場所／社会福祉課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
勤務（5日のうち1日は6時間）　週29時間。月8
時間程度の時間外勤務あり
月給／172,200円

1人

4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す
・週29時間以内で所
属長が指定する日に
勤務します

・月給制、通勤手当、
年次有給休暇、社会
保険あり

・資格の有無などによ
り面接選考の上、雇
用します

2月3日㈪～14日
㈮までに履歴書（市
ホームページからダ
ウンロードしたもの
または総務課窓口に
備え付け）に必要事
項を記入し、写真を
貼付の上、資格を証
明する書類の写しを
添えて総務課人事係
へ直接
内線226～227

・2月3日㈪～14
日㈮まで総務課人
事係にて募集要
領・履歴書を配布
します。

・1～15について
の申し込みは1つ
に限ります。重複
しての申し込みは
できません。

8 太陽の家
児童指導員

業務内容／太陽の家（心身障害児通園施設）で療育
指導に関する業務
資格要件／幼稚園教諭免許、保育士資格、児童指
導員資格または特別支援学校教諭免許（見込み可）
のいずれかを有する方
勤務場所／太陽の家
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
勤務（5日のうち1日は6時間）　週29時間。行事
などにより、休日勤務および月3時間程度の時間
外勤務あり
月給／149,800円

1人

9
生活再建支援室
事務補佐員

業務内容／被災者相談対応業務および仮設住宅関
連業務
資格要件／普通自動車運転免許を有し、パソコン
の操作ができる方
勤務場所／社会福祉課生活再建支援室
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
勤務（5日の内1日は6時間）　週29時間。月8時
間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円
（3人のうち2人は緊急雇用創出事業）

3人

10 健康課
保健師

業務内容／保健指導（特定健康診査、特定保健指
導、健康教育、健康相談、訪問指導、介護予防など）
資格要件／保健師資格および普通自動車運転免許
を有し、パソコンの操作ができる方
勤務場所／健康課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
勤務（5日のうち1日は6時間）　週29時間。月5
時間程度の時間外勤務あり
月給／172,200円

1人

11 介護支援専門員
または看護師

業務内容／介護保険認定調査および介護事業所が
作成するケアプランの点検・指導、ケアマネジャー
の指導・相談受付、高齢者の窓口相談・電話応対
などの業務
資格要件／介護支援専門員免許または看護師免許
を所持し、介護認定調査の実務経験が有り、普通
自動車運転免許を有し、パソコンの操作ができる
方
勤務場所／介護福祉課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日5時間45分
（5日のうち1日は6時間）勤務　週29時間。月
10時間程度の時間外勤務あり
月給／149,800円

1人

12 市立図書館
司書・司書補

業務内容／市立図書館、山王分室、大代分室、移
動図書館車で図書の貸し出し、返却、整理業務、
そのほか司書が行う業務全般
資格要件／司書(補)資格および普通自動車運転免
許を有し、本人名義の自家用車を所有し現に運転
している方で、パソコンの操作ができる方
勤務場所／市立図書館
勤務時間／平均週4～5日（火曜～日曜日）1日7
時間45分勤務(週29時間以内)。時間外勤務あり
月給／140,100円

1人

緊急雇用
創出事業

緊急雇用
創出事業

緊急雇用
創出事業

緊急雇用
創出事業

緊急雇用
創出事業

募集



2014年❖平成26年
広報多賀城2月号

2014年❖平成26年
広報多賀城2月号19 18

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

職　種 勤務概要・資格要件など 募集人数 雇用期間・その他 問・申込先

19 非常勤調理補助
員（週20時間）

業務内容／市内各保育所の給食室での調理業務
勤務場所／八幡保育所
勤務時間／週5日、1日4時間(13時から）勤務。
まれに土曜日勤務あり
時給／740円

1人

4月1日～平成27年3月
31日（17、19について
は、4月1日～平成26
年10月31日。）ただし、
勤務の状況などを考慮し
た上で、延長を行います
・週5日以内で所属長
が指定する日に勤務
します

・通勤手当、年次有給
休暇、各種社会保険
（18の用務員兼調理
補助員、19の非常
勤調理補助員、21
の留守家庭児童学級
指導員については雇
用保険のみ）あり

・2月21日に面接選
考を行う予定です

2月6日㈭～17日
㈪までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格がある場合に
は、それを証明する
書類の写しを添え
て、こども福祉課保
育係へ直接
内線184

20 臨時保育士

業務内容／市内各保育所での保育業務
資格要件／保育士資格（見込可）
勤務場所／4公立保育所
勤務時間／週5日、午前7時30分～午後7時30
分の間で1日7時間45分勤務。土曜日勤務あり
日給／8,525円（時給1,100円）

5人程度

21 留守家庭児童学
級指導員

業務内容／小学校低学年の保育
資格要件／無資格でも採用可能。保育士資格・幼
稚園教諭免許・教員免許があることが望ましい
勤務場所／市内の各小学校敷地内等
勤務時間／週5日、午後1時～6時。土曜日勤務
あり。長期休暇などは、午前8時30分からの勤務。
時給／有資格者、時給900円。無資格者、時給
740円

5人程度

22 非常勤保育士

業務内容／市内各保育所での保育業務
資格要件／保育士資格（見込可）
勤務場所／4公立保育所
勤務時間／週5日、午前7時30分～午後7時30
分の間で1日5時間～6時間勤務。土曜日勤務あり。
月1～2時間程度の時間外勤務あり
月給／149,800円（時給1,152円）

5人程度

23 介護福祉課
事務補佐員

業務内容／介護認定調査データの入力業務
資格要件／パソコンの操作ができる方
勤務場所／介護福祉課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日7時間45分
勤務
時給／740円

1人

4月1日～9月30日。
ただし、勤務の状況な
どにより延長する場合
があります
・社会保険あり
・入力試験、面接選考
の上、雇用します

2月3日㈪～2月14
日㈮までに市販の履
歴書に必要事項を記
入し、写真を貼付の
上、介護福祉課高齢
支援係へ直接
内線666

24 非常勤パート
保健師

業務内容／乳幼児健診・成人健康相談などの健康
教育および保健指導業務
資格要件／保健師資格、普通自動車運転免許、母
子保健指導従事経験者優先
勤務場所／健康課
勤務時間／1日3時間～5時間、勤務日時不定期、
時給制
時給／1,200円

3人程度

4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す

2月3日㈪～14日
㈮までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格を証明する書類
の写しを添えて健康
課へ直接
内線135

25 非常勤パート
助産師

業務内容／両親学級、乳幼児健診等の健康教育お
よび保健指導業務
資格要件／助産師資格、普通自動車運転免許、母
子保健指導従事経験者優先
勤務場所／健康課
勤務時間／1日3時間～5時間、勤務日時不定期、
時給制
時給／1,200円

2人程度

26 非常勤パート
看護師

業務内容／乳幼児健診・成人健康相談などの看護
業務
資格要件／看護師資格、普通自動車運転免許、乳
幼児健診従事経験者優先
勤務場所／健康課
勤務時間／1日3時間～5時間、勤務日時不定期、
時給制
時給／1,100円

7人程度

職　種 勤務概要・資格要件など 募集人数 雇用期間・その他 問・申込先

13 山王地区公民館
事務補佐員

業務内容／公民館利用受付業務、パソコンでの書
類作成、主催事業の補助、館内外の安全・維持管
理業務および環境整備などの業務
資格要件／普通自動車免許を有し、パソコンの操
作ができる方
勤務場所／山王地区公民館
勤務時間／週4日　1日7時間45分勤務（4日の
うち1日は5時間45分勤務）週29時間
土曜、日曜および祝日は交代勤務　午後9時30分
まで夜間勤務あり　月8時間程度の時間外勤務あり
月給／135,600円

1人

4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す
・週29時間以内で所
属長が指定する日に
勤務します

・月給制、通勤手当、
年次有給休暇、社会
保険あり

・資格の有無などによ
り面接選考の上、雇
用します

2月3日㈪～14日
㈮までに履歴書（市
ホームページからダ
ウンロードしたもの
または総務課窓口に
備え付け）に必要事
項を記入し、写真を
貼付の上、資格を証
明する書類の写しを
添えて総務課人事係
へ直接
内線226～227

・2月3日㈪～14
日㈮まで総務課人
事係にて募集要
領・履歴書を配布
します。

・1～15について
の申し込みは1つ
に限ります。重複
しての申し込みは
できません。

14 文化財調査員

業務内容／文化財調査（発掘調査を除く）などの業務
資格要件／史学、考古学、民俗学などを専攻して
いた方で普通自動車運転免許を有し、パソコンの
操作ができる方
勤務場所／文化財課など
勤務時間／週4日（火曜～金曜日）4日のうち3日
7時間45分勤務4日のうち1日6時間勤務　週
29時間　時間外勤務あり　
月給／149,800円

2人

15

発掘調査員

業務内容／市内遺跡の発掘調査などの業務
資格要件／史学、考古学を専攻していた方で普通
自動車運転免許を有し、パソコンの操作ができる方
勤務場所／埋蔵文化財調査センター
勤務時間／週4日（火曜～金曜日）4日のうち3日
7時間45分勤務4日のうち1日6時間勤務　週
29時間　時間外勤務あり
月給／149,800円

1人

16 こども福祉課
事務補佐員

業務内容／子ども・子育て支援新制度にかかる会
議関係の資料整理やデータ処理業務
資格要件／
・パソコンなど（ワード・エクセル等）の操作がで
きる方
・災害救助法適用地域（宮城県ほか）の所在事業所
を離職した方または当該地域に居住していた被災
求職者であること
・り災証明書・被災証明書等を取得できる方
勤務場所／こども福祉課
勤務時間／週5日（月曜～金曜日）1日7時間45分
勤務（午前8時30分から午後5時15分まで、休
憩時間は正午～午後1時）の週38時間45分勤務。
月1～2時間程度の時間外勤務あり
日給／5,735円

1人

4月1日～平成27年
3月31日
・週38時間45分勤
務

・日給制、通勤手当、
年次有給休暇、社会
保険あり

・資格の有無などによ
り面接選考の上、雇
用します

2月3日㈪～14日
㈮までに、市販の履
歴書に必要事項を記
入し、写真を貼付の
上、こども福祉課児
童福祉係（市役所１
階10番窓口）へ提
出してください。
内線181、182
なお、採用決定後、
別途書類を提出して
いただく場合があり
ます。

17 臨時調理員

業務内容／市内各保育所の給食室での調理業務
資格要件／必須ではないが、調理師免許、保育所
などでの勤務経験があることが望ましい
勤務場所／3公立保育所（鶴ケ谷、笠神、志引）
勤務時間／週5日、1日7時間45分勤務。土曜日
勤務あり
日給／5,735円

3人

4月1日～平成27年
3月31日（17、19に
ついては、4月1日～
平成26年10月31日。）
ただし、勤務の状況な
どを考慮した上で、延
長を行います
・週5日以内で所属長
が指定する日に勤務
します

・通勤手当、年次有給
休暇、各種社会保険
（18の用務員兼調理
補助員、19の非常
勤調理補助員、21
の留守家庭児童学級
指導員については雇
用保険のみ）あり

・2月21日に面接選
考を行う予定です

2月6日㈭～17日
㈪までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格がある場合に
は、それを証明する
書類の写しを添え
て、こども福祉課保
育係へ直接
内線184

18 用務員兼調理補
助員

業務内容／市内各保育所での用務（清掃等）および
給食室調理業務
勤務場所／4公立保育所
勤務時間／週5日、1日5時間勤務。土曜日勤務
あり。月1～2時間程度の時間外勤務あり
時間給／740円

2人

緊急雇用
創出事業

緊急雇用
創出事業

再募集

再募集

再募集

再募集



2014年❖平成26年
広報多賀城2月号

2014年❖平成26年
広報多賀城2月号21 20

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

市
民
農
園
利
用
者

　
野
菜
や
草
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
期
間
／
4
月
～
平
成
27
年
2
月

利
用
料
金
／
1
区
画（
30
平
方
メ
ー
ト

ル
）5
0
0
0
円
／
年

 

申
込
／
2
月
28
日
㈮
ま
で
、「
往
復
は

が
き
」の
往
信
用
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
区
画
数
を
明
記
し
、
返

信
用
に
申
込
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
て
、
直
接
、
希
望
す
る
農
園
主
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
前
年
度
に
引
続
き
利
用
を
希

望
す
る
方
も
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
／
農
政
課
農
政
係

内
線
4
4
3

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員

内
容
／
庶
務
・
経
理
事
務
、
統
計
集
計

等人
員
／
若
干
名

資
格
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

方勤
務
期
間
／
●
非
常
勤
職
員
＝
4
月
1

日
㈫
～
平
成
27
年
3
月
31
日
㈫

●
臨
時
職
員
＝
4
月
1
日
㈫
～
9
月
30

日
㈫（
1
年
を
限
度
に
再
雇
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

勤
務
時
間
／
●
非
常
勤
職
員
＝
午
前
8

時
30
分
～
午
後
3
時
30
分（
月
曜
～
金

曜
日
）

●
臨
時
職
員
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分（
月
曜
～
金
曜
日
）

給
与
／
時
給
7
2
0
円

採
用
方
法
／
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

（
面
接
日
は
、
後
日
連
絡
）に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

受
付
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

○
死
亡
一
時
金

　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

3
年
以
上
納
め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡

し
た
と
き
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
遺
族（
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
で
優
先

順
位
の
高
い
方
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
て
4
分

の
3
納
付
し
た
月
は
4
分
の
3
月
、
半

額
納
付
し
た
月
は
2
分
の
1
月
、
4
分

の
1
納
付
し
た
月
は
4
分
の
1
月
と
し

て
計
算
し
ま
す
。

※
付
加
保
険
料
を
3
年
以
上
納
付
し
て

い
る
場
合
は
8
5
0
0
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

申
込
・
問
／
2
月
14
日
ま
で
に
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

添
付
の
う
え
、
消
防
本
部
総
務
課
人
事

教
養
係
へ
直
接

塩
竈
市
尾
島
町
17
―
22

☎
3
6
1
・
1
6
2
4

史
都
多
賀
城
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
多
賀
城
市
観
光
協
会
の
委
嘱
を
受
け

て
、
本
市
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
市
内

の
史
跡
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
・
解

説
を
行
い
ま
す
。

　
勉
強
会
や
情
報
交
換
な
ど
も
行
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
は
先
輩
ガ
イ
ド
と
一
緒

に
活
動
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
、
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
／
多
賀
城
の
歴
史
・
文
化
な
ど
に

興
味
と
関
心
を
お
持
ち
の
方

申
込
・
問
／
多
賀
城
市
観
光
協
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
）

内
線
4
7
2
、
4
7
3

国
民
年
金
の
独
自
給
付

  

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
・
農
業
従
事
者
・
学
生
な
ど
と
、

そ
の
配
偶
者
）と
し
て
保
険
料
を
納
め

て
い
る
方
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障

害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
以
外
に
、

「
付
加
年
金
」「
寡
婦
年
金
」「
死
亡
一
時

金
」と
い
っ
た
給
付
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料（
平
成
25
年
度

1
5
0
4
0
円
）に
月
額
4
0
0
円
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
額（
年
額
）は

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
を
納
付
し

た
月
数
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
と

き
は
、
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
へ
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
寡
婦
年
金

　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間（
免
除
期
間
を
含
む
）が
25

年
以
上
あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
な
く
死
亡
し
た
と
き
、
10
年
以
上
継

続
し
て
婚
姻
関
係
が
あ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額（
年
額
）は

夫
の
老
齢
基
礎
年
金
額
×
4
分
の
3
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
た
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

職　種 勤務概要・資格要件など 募集人数 雇用期間・その他 問・申込先

27 非常勤パート
歯科衛生士

業務内容／乳幼児等の歯科健康教育および保健指
導業務
資格要件／歯科衛生士資格、普通自動車運転免許、
母子保健指導従事経験者優先
勤務場所／健康課
勤務時間／1日3時間～5時間、勤務日時不定期、
時給制
時給／1,100円

3人程度

4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す

2月3日㈪～14日
㈮までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格を証明する書類
の写しを添えて健康
課へ直接
内線135

28 理科支援員

業務内容／理科の授業における観察・実験などに
係る教員の補助
資格要件／教員免許（理科）を有する方
勤務場所／市内小学校
勤務時間／1日6時間以内、週2日以内（月曜～金
曜日。ただし、行事などにより土曜・日曜日、祝
日に勤務を要する場合があり）。勤務時間は各学
校が指定
時給／1,200円

若干名

4月8日～平成27年
3月24日
・時給制、労災保険あ
り

2月3日㈪～14日
㈮までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格を証明する書類
の写しを添えて、学
校教育課学校教育係
へ直接
内線522～524

29 特別支援教育
支援員

業務内容／特別な支援を必要とする児童が在籍す
る特別支援学級または通常学級の担任の補助
勤務場所／市内小学校または中学校
勤務時間／１日６時間以内、週5日以内（月曜～
金曜日。ただし、行事などにより土曜・日曜日、
祝日に勤務を要する場合があり）。勤務時間は各
学校が指定
時給／740円

若干名

4月8日～平成27年
3月24日
・時給制、通勤手当、
雇用保険、労災保険
あり

2月3日㈪～14日
㈮までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
学校教育課学校教育
係へ直接
内線522～524

30 学校図書館
補助員

業務内容／学校図書館における図書の整理および
貸し出し
勤務場所／市内中学校
勤務時間／1日6時間以内、週5日以内（月曜～金
曜日。ただし、行事などにより土曜・日曜日、祝
日に勤務を要する場合があり）。勤務時間は各学
校が指定
時給／740円

若干名

4月8日～平成27年
3月24日
・時給制、通勤手当、
労災保険あり

31 心の教室相談員

業務内容／生徒の悩みや不安に対する相談業務
勤務場所／市内中学校
勤務時間／1日4時間以内、週3日以内（月曜～金
曜日）。勤務時間は各学校が指定
時給／740円

若干名

4月8日～平成27年
3月24日
・時給制、労災保険あ
り

32
学校図書室事務
補佐員
図書館司書（補）

業務内容／市内小学校図書室での図書の貸し出し
や返却、整理業務
資格要件／司書（補）資格。普通自動車免許（自家
用車を保有し、現に運転している方）。パソコン
の操作ができる方
勤務場所／天真小学校または多賀城東小学校。た
だし、長期休校日（夏季、冬季、春季の休校日）は
市立図書館
勤務時間／週5日、週24時間以内
時給／900円

2人
4月1日～平成27年
3月31日。ただし、
勤務の状況などにより
延長する場合がありま
す

2月3日㈪～14日
㈮までに市販の履歴
書に必要事項を記入
し、写真を貼付の上、
資格を証明する書類
の写しを添えて市立
図書館へ直接
☎367-1730

33 市立図書館事務
補佐員

業務内容／図書の貸し出しや返却、整理業務およ
び図書館司書の補助業務
資格要件／パソコンの操作ができる方
勤務場所／市立図書館
勤務時間／月3～4日。主に土曜、日曜日
時給／740円

2人

農　園　名 区画数 開　設　場　所 農　　　園　　　主
氏　　名 住　　　　所 電話番号

新田市民農園 56 新田字六歳地内
「新田1号公園」北側 佐藤　宗一 新田字六歳9 368-1807

市川多賀前市民農園 72 市川字多賀前地内
「田口洋蘭」南側 千葉　昌昭 市川字城前77 368-0715

多賀前市民農園 44 市川字多賀前地内
「田口洋蘭」南側 佐藤　忠良 市川字奏社34-1 368-8911

浮島市民農園 40 浮島字宮前地内
「(旧)東北歴史資料館」東側 佐藤　榮夫 浮島字高原141 368-7093

志引市民農園 26 東田中一丁目地内
「志引北公園」北側 伊藤　照雄 東田中1丁目5-27 368-4607

町前市民農園 111 町前三丁目地内
「ホテルキャッスルプラザ多賀城」西側 沖井　兵吉 八幡3丁目6-8 080-6025-4391

大代市民農園 32 大代五丁目地内
老人保健施設「恵愛ホーム」南側 松浦　睦男 大代5丁目18-37 362-7471

保険料納付済期間 支給額

3年以上15年未満 12万円

15年以上20年未満 14万5千円

20年以上25年未満 17万円

25年以上30年未満 22万円

30年以上35年未満 27万円

35年以上 32万円

募
集

く
ら
し
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で
山
王
地
区
公
民
館（
☎
3
6
8
・

6
1
9
2
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

は
じ
め
る
広
場

ト
ー
ク
タ
イ
ム

　
住
民
主
役
の
復
興
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む
方
た
ち
を
ゲ
ス
ト
に
、
活

動
に
加
わ
っ
た
き
っ
か
け
や
活
動
体
験

を
う
か
が
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
」、

「
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
」、

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日
㈮

午
後
7
時
～
8
時
30
分

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ゲ
ス
ト
／
一
般
社
団
法
人
復
興
応
援
団 

奥
村
典
弘
さ
ん　
ほ
か

費
用
／
5
0
0
円

申
込
・
問
／
要
事
前
申
込
・
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
3
6
8
・

7
7
4
5
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

料
理
を
つ
く
ろ
う

日
時
／
2
月
22
日
㈯
午
後
3
時
～
8
時

会
場
／
中
央
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）料
理
実
習
室

対
象
・
定
員
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
方
20
人（
先
着
順
）

参
加
費
／
1
5
0
0
円

内
容
／
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

料
理
講
座（
チ
キ
ン
料
理
・
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
い
く
ら

の
カ
ナ
ッ
ペ
、
ス
ノ
ー
サ
ラ
ダ
ほ
か
）

②
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー（
ウ
ク
ラ
イ

児
童
手
当
の
支
払
い

　
平
成
25
年
10
月
～
平
成
26
年
1
月
分

の
児
童
手
当
を
2
月
10
日
㈪
に
指
定
さ

れ
た
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
振
込
み

時
間
帯
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

入
金
の
確
認
は
、
2
月
11
日
㈫
以
降
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

福
祉
用
具
購
入
費
の
受
領

委
任
払
受
付

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
特

定
福
祉
用
具
を
購
入
す
る
際
に
、
今
ま

で
は
償
還
払
方
式（
一
度
、
利
用
者
の

方
に
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
あ

と
、
介
護
保
険
か
ら
9
割
分
給
付
）に

限
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
4

月
以
降
に
事
前
協
議
を
行
っ
た
方
か

ら
、
受
領
委
任
払
方
式（
利
用
者
の
方

に
は
1
割
分
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
、
販
売
事
業
所
に
介
護
保
険
か
ら
9

割
分
給
付
）も
受
付
を
開
始
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
特
定
福
祉
用
具
を
購
入
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
介
護
福
祉
課

窓
口
に
て
事
前
協
議
が
必
要
な
た
め
、

購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線
6
6
1
～
6
6
3

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き

ナ
の
講
話
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
ダ
ン
ス
披
露
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
等
の
試
飲
）

講
師
／
高
橋
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
氏
ほ
か

申
込
・
問
／
2
月
8
日
㈯
～
16
日
㈰
ま

で
中
央
公
民
館（
☎
3
6
8
・

0
1
3
3
）へ
参
加
費
を
添
え
て
直
接

大
人
の
た
め
の
貝
び
な
づ

く
り

　
ハ
マ
グ
リ
に
布
や
和
紙
を
重
ね
て
張

り
付
け
、
一
対
の
お
ひ
な
さ
ま
と
お
内

裏
様
を
作
り
ま
す
。

日
時
／
2
月
23
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分　

会
場
／
多
賀
城
史
遊
館

対
象
・
定
員
／
18
歳
以
上
、
20
人
程
度

費
用
／
1
人
3
0
0
円（
材
料
代
）

申
込
・
問
／
2
月
1
日
㈯
～
21
日
㈮
ま

で
多
賀
城
史
遊
館
へ
電
話
ま
た
は
直
接

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

サ
ッ
ク
ス
教
室

　
初
心
者
を
対
象
に
、
基
礎
か
ら
楽
曲

へ
の
応
用
ま
で
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま

す
。

日
時
／
2
月
23
日
㈰
、
3
月
2
日
㈰
午

前
9
時
～
正
午

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
／
中
学
生
か
ら
高
校
生
の

サ
ッ
ク
ス
初
心
者
15
人

費
用
／
無
料

準
備
物
／
サ
ッ
ク
ス

講
師
／
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
尾
崎
栄
二
氏

申
込
・
問
／
2
月
6
日
㈭
～
20
日
㈭ 

ま
す
。

縦
覧
内
容
／

①
仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更

（
津
波
復
興
拠
点
連
絡
線
）②
仙
塩
広
域

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更（
多
賀
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
）

縦
覧
期
間
／
2
月
14
日
㈮
～
28
日
㈮

（
閉
庁
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
／
市
役
所
4
階
都
市
計
画
課

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
5

都
市
計
画
の
事
業
計
画
案

を
縦
覧
し
ま
す

縦
覧
内
容
／

仙
塩
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事

業　
宮
内
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
案

縦
覧
期
間（
予
定
）／
２
月
14
日
㈮
～
28

日
㈮

縦
覧
場
所
／
市
役
所
4
階
市
街
地
整
備

課
　
な
お
、
縦
覧
期
間
終
了
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
県
知
事
あ
て

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
／
市
街
地
整
備
課
事
業
管
理
係

内
線
４
８
１

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と

き
　
年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を
受

け
て
い
る
方
が
死
亡
す
る
と
な
く
な
り

ま
す
。
届
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り

第
23
回
多
賀
城
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
3
月
16
日
㈰
午
前
8
時
15
分
受

け
付
け
、
9
時
開
会
式

会
場
／
総
合
体
育
館

対
象
／
18
歳
以
上
の
男
女（
高
校
生
を

除
く
）

部
門
／
①
女
子
一
般
の
部
②
混
合
初
心

者
の
部
③
混
合
一
般
の
部

参
加
料
／
1
チ
ー
ム
2
5
0
0
円

申
込
／
2
月
1
日
㈯
～
2
月
22
日
㈯
ま

で
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
直

接問
／
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
3
6
5
・
1
9
1
1

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
教
室

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
テ
ニ

ス
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
3
月
18
日
㈫
～
20
日
㈭（
全
3

回
）硬
式
午
後
3
時
～
4
時
、
ソ
フ
ト

午
後
4
時
～
5
時

対
象・定
員
／
3
月
時
点
で
の
年
長
児・

小
学
1
、
2
年
生
・
各
15
人

会
場
／
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
用
／
1
5
0
0
円（
全
3
回
）

申
込
／
3
月
11
日
㈫
ま
で
参
加
料
を
添

え
て
、
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ
直
接

そ
の
他
／
雨
天
予
備
日
は
3
月
26
㈬
～

28
日
㈮
と
し
ま
す
。

問
／
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
3
6
5
・
1
9
1
1

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
30
人
、
無

料申
込
・
問
／
2
月
4
日
㈫
～
13
日
㈭
ま

で
山
王
地
区
公
民
館（
☎
3
6
8
・

6
1
9
2
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

リ
ズ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
教
室

　
ミ
ニ
ド
ラ
ム
や
ボ
ン
ゴ
な
ど
を
叩
い

て
音
の
響
き
や
リ
ズ
ム
を
体
験
し
ま

し
ょ
う
。
最
後
は
先
生
の
デ
モ
演
奏
が

あ
り
ま
す
。

日
時
／
2
月
16
日
㈰
午
後
2
時
～
3
時

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
・
費
用
／
5
歳
か
ら
小
学

6
年
生
ま
で
20
人
、
無
料

講
師
／
ド
ラ
マ
ー 

瀬
戸
恵
氏

申
込
・
問
／
2
月
5
日
㈬
～
13
日
㈭
ま

で
山
王
地
区
公
民
館（
☎
3
6
8
・

6
1
9
2
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

暮
ら
し
と
お
金
の

基
礎
知
識

　

自
分
の
お
金
を
自
分
で
守
る
た
め
、

相
続
や
贈
与
、
税
制
の
変
更
な
ど
、
生

活
に
ま
つ
わ
る
お
金
の
事
を
学
習
し
ま

す
。

日
時
／
2
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
民
30
人
・
無

料講
師
／
野
村
證
券
株
式
会
社
本
社
投
資

情
報
部

申
込
・
問
／
2
月
6
日
㈭
～
18
日
㈫
ま

山
王
地
区
公
民
館（
☎
3
6
8
・

6
1
9
2
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

親
子
体
操
教
室

　
リ
ズ
ム
体
操
、
マ
ッ
ト
運
動
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
体

験
し
ま
す
。

日
時
／
2
月
25
日
㈫
～
3
月
25
日
㈫
ま

で
の
火
曜
日（
全
4
回
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
・
定
員
／
2
～
4
歳
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
20
組

会
場
／
総
合
体
育
館

費
用
／
2
5
0
0
円（
全
4
回
）

申
込
／
2
月
18
日
㈫
ま
で
参
加
料
を
添

え
て
、
総
合
体
育
館
へ
直
接

問
／
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
3
6
5
・
1
9
1
1

お
く
の
ほ
そ
道
と
多
賀
城

ー
芭
蕉
の
発
見
し
た
も
の
ー

講
師
／
山
形
大
学
教
授　
山
本
陽
史
氏

日
時
／
3
月
1
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

3
時

会
場
／
東
北
歴
史
博
物
館
講
堂

対
象
／
一
般

費
用
／
無
料

申
込
／
不
要

問
／
史
都
多
賀
城
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
代
表（
柴
田
）

☎
0
9
0
・
5
3
5
3
・
4
4
0
4

す
る
と
、
死
亡
後
も
年
金
が
支
払
わ
れ

て
し
ま
い
、
後
日
、
遺
族
の
方
に
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
速

や
か
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
未
支
給
年
金
の
請
求

　
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ

る
と
き
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方

が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
優
先
す

る
方
が
死
亡
届
の
提
出
と
併
せ
て
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
れ
る
遺
族
と
順
位
／
①
配
偶
者

②
子
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄
弟
姉

妹
　
受
付
窓
口
は
管
轄
の
年
金
事
務
所
な

ど
で
す
。（
老
齢
基
礎
年
金
や
寡
婦
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

の
み
を
受
け
て
い
る
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
の
国
民
年
金
担
当
係
が
窓
口
と
な

り
ま
す
）

　
必
要
な
書
類
は
、
届
け
出
る
方
や
手

続
き
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

仙
台
東
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
2
5
7
・
6
1
1
6

講
演
会
と

文
化
遺
産
め
ぐ
り

◆
講
演
会

①
文
化
遺
産
と
市
民
の
叡
智
を
活
用
し

た
観
光

②
文
化
遺
産
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

日
時
／
3
月
15
日
㈯
午
後
1
時
20
分
～

4
時

会
場
／
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多

賀
城

講
師
／
①
宮
城
大
学
教
授　
三
橋
勇
氏

②
J
T
B
東
北
社
員

◆
文
化
遺
産
め
ぐ
り

会
場
／
多
賀
城
史
遊
館
、
多
賀
城
跡
ほ

か日
時
／
3
月
16
日
㈰
午
前
9
時
～
正
午

講
師
／
市
職
員
、
史
都
多
賀
城
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

※
3
月
15
・
16
日
の
両
日
参
加
を
原
則

と
し
ま
す
。

対
象
・
定
員
・
費
用
／
一
般
50
人（
先

着
順
）・
無
料

申
込
／
2
月
1
日
㈯
～
25
日
㈫
ま
で
史

都
多
賀
城
観
光
案
内
所（
☎
3
6
4
・

5
9
0
1
）へ
電
話
ま
た
は
直
接

問
／
史
都
多
賀
城
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
代
表（
柴
田
）

☎
0
9
0
・
5
3
5
3
・
4
4
0
4

子
ど
も
映
画
会

日
時
／
2
月
11
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
市
民
会
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

展
示
室

題
名
／
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の「
サ
ー
カ
ス

が
や
っ
て
き
た
」ほ
か

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
幼
児
か
ら
小
学
生
・
そ
の
保
護
者

1
0
0
人
、
無
料

申
込
／
不
要

問
／
中
央
公
民
館

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

名
作
映
画
会

日
時
／
2
月
11
日
㈫
午
後
2
時
～
4
時

20
分

会
場
／
市
民
会
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

展
示
室

題
名
／
人
間
の
翼「
最
後
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
方
1
0
0
人
、
無
料

申
込
／
不
要

問
／
中
央
公
民
館

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

屋
内
カ
ー
リ
ン
グ
教
室

　

屋
内
で
実
施
す
る
カ
ー
リ
ン
グ「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」を
体
験
し
、
簡
単
な
試
合

を
行
い
ま
す
。

日
時
／
2
月
15
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

催
し
・
講
座
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㈱NIPPO多賀城寮
4日㈫

10:00～10:30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10:50～11:30
城南小学校北側駐車場 13:30～14:00
城南小学校 4日㈫ 14:30～15:45
高橋・発向興業駐車場

5日㈬
10:00～10:30

ヨークベニマル多賀城店 10:50～11:30
多賀城東小学校 5日㈬ 14:30～15:45
新田公民館脇

6日㈭
10:00～10:30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10:50～11:30
山王小学校 6日㈭ 14:30～15:45
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ

12日㈬
10:00～10:30

桜木・県営住宅集会所前 10:50～11:30
天真小学校 12日㈬ 14:30～15:45
塩釜第三中学校内駐車場

13日㈭
10:00～10:30

丸山住宅集会所南側駐車場 10:50～11:30
多賀城八幡小学校 14日㈮ 14:30～15:45

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

●休館のお知らせ
2月の休館日は、次のとおりです。
3日㈪、10日㈪、11日㈫、17日㈪～
28日㈮（図書資料等の特別整理期間のた
め）
山王・大代分室は、12日㈬も休みとな
ります。

●今月の展示
スイーツに関する本
　今月14日㈮は、バレンタインデー・
スイーツにちなんだ本を展示します。
　展示した本も貸し出しできます。
期間／2月1日㈯～16日㈰

能面展
　能面「釈迦」や能「大会(だいえ)」の専
用面などの力作を期間中にぜひ、ご覧く
ださい。
期間／2月1日㈯～16日㈰

離乳食講習会
●（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／2月19日㈬午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者12組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／�2月13日㈭まで健康課親子保健係（内線135、

136）へ
●（9カ月～11カ月児コース）
日　　　時／3月5日㈬午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／9～11カ月児と保護者12組（初参加者優先）
費　　　用／300円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／�2月26日㈬まで健康課親子保健係（内線135、

136）へ

西部児童センター事業
会場は、すべて西部児童センター。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。� ☎368–4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用
チャレンジ教室
ニュースポーツに
チャレンジ

12日
㈬

午後3時～
3時50分 小学生

不要おやこひろば
いろいろなおも
ちゃあそび
講話「保健師さん
にきいてみよう」

19日
㈬

午前
10時15分～
11時15分

1歳以上の
幼児と
保護者

みんなおいで
お雛さま作り

26日
㈬

午前
10時15分～
10時45分

1歳以上の
幼児と
保護者
15組

12日㈬
から

（先着順）

おやこのひろば
いろいろなおも
ちゃあそび

3月
5日㈬

午前
10時15分～
11時15分

1歳以上の
幼児と
保護者

不要

親子お楽しみ会
お店屋さんごっこ
手作りおもちゃコ
ーナー
ボールプールなど

3月
12日
㈬

午前
10時15分～
11時30分

1歳以上の
幼児と
保護者
40組

26日㈬
から

（先着順）

図書館事業
問い合わせは、市立図書館へ直接または電話で。� ☎367–1730
●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
　対象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

イベント名 日　時 会　場
よつばのクローバー 4日㈫

午前11時～
11時30分

市立図書館

図書館ボランティア
蒲公英 14日㈮

プーさんのおはなしや 1日㈯

朗読サークル 「多賀城」 5日㈬ 午後3時～
3時30分

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
申し込み・問い合わせは、同館へ直接または電話で。費用は無料。
� ☎362–0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

おもちゃランド 13日㈭
20日㈭

午前
10時15分
～

11時15分

乳幼児と
保護者 不要

保健師さんに聞い
てみよう
保健師と子育てにつ
いて気軽にトークし
ましょう。

13日㈭
午前

11時15分
～

11時45分

おはなしランド
図書館ボランティア
「蒲公英」によるお
はなし会

20日㈭
午前

11時15分
～

11時30分

ひなまつり会
おひなさま作り 26日㈬

午前
10時15分
～

11時30分

2歳以上の幼
児と保護者・
30組

（先着順）

10 日 ㈪ 午
前9時から
直接来館ま
たは電話で

春よこいこいお楽
しみ会
小学生やボランティ
アの出しもの、「ぐ
ぅちょきぱぁ」の皆
さんによる人形劇

3月8日
㈯

午前
10時
～

11時15分

市内に住んで
いる方

 （ただし幼児
の場合は保護
者同伴）

不要

子育てサポートセンター事業
申し込み・問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。費用は無料。
� ☎389–2180

イベント名 日　時 会場 対象・定員 申し込み
遊びの出前

「どこでもハッピー」
すべり台・ボールハ
ウス・ままごと・ブ
ロックなど
絵本の読み聞かせ

18日
㈫

午前
10時
～

11時30分

城
南
集
会
所

乳幼児と保
護者 不要

すくすくハッピー3
手遊び・体操・親
子遊び・バルーン
遊び

25日
㈫

午前
10時15分

～
11時15分 子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

平成24年8
月～12月生
まれの幼児と
保護者15組

10日
㈪
から

すくすくハッピー1
赤ちゃんをかわい
く撮るポイント
（実践）
お母さん同士のフ
リートーク

3月
4日㈫ 午前

10時15分
～

11時30分

平成25年8
月～11月生
まれの乳児と
保護者20組 17日

㈪
から

すくすくハッピー2
ふれあい遊び
お母さん同士のフ
リートーク

3月
5日㈬

平成25年3
月～7月生ま
れの乳児と
保護者20組

※申し込み多数の場合は新規の方優先

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
「
つ
ど
い・ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、
舞

台
発
表
・
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
2
月
28
日
㈮
～
3
月
2
日
㈰

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時（
2
日
は

午
後
3
時
30
分
ま
で
）

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
多
賀
城

史
遊
館

内
容
／
開
催
日
に
よ
っ
て
内
容
や
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
山
王
・
大
代
地
区
公
民

館
、
市
立
図
書
館
、
多
賀
城
史
遊
館
で

設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
作
品
展
示
・
舞
台
発
表
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
・
民
話
の
つ
ど
い
・
お
茶
席
・
お

遊
び
コ
ー
ナ
ー（
魚
釣
り
、
お
手
玉
、

あ
や
と
り
、お
り
が
み
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
）・
万
葉
衣
装
撮
影
会
・
綿
菓
子
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
・
お
楽
し
み

抽
選
会
・
ミ
ニ
ま
が
玉
づ
く
り
な
ど
。

※
一
部
材
料
費
あ
り
。

問
／
中
央
公
民
館

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

冬
も
元
気
に
は
く
ぶ
つ
か

ん
！
2
0
1
4

日
時
／
2
月
8
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

内
容
／
木
の
皮
を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
や
ガ
リ
版
刷
り
、
古
民
家
で
の
昔

遊
び
な
ど
。
当
日
は
常
設
展
示
を
無
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
定
員
、
実
費
負

担
が
あ
り
ま
す
。

問
・
会
場
／
東
北
歴
史
博
物
館

☎
3
6
8
・
0
1
0
6

2
月
の
納
付

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
10
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

第
8
期

▼
介
護
保
険
料　
第
6
期

※
納
期
限
は
2
月
28
日
㈮
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

「
声
の
広
報
多
賀
城
」

C
D
の
貸
し
出
し

　
「
広
報
多
賀
城
」の
内
容
を
録
音
し

た
C
D
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
／
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方

貸
出
方
法
／
広
報
誌
発
行
月
に
、
ご

自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

費
用
／
無
料

　
C
D
を
再
生
す
る
機
械
を
お
持

ち
で
な
い
方
向
け
に
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
が

お
近
く
に
い
ま
し
た
ら
、
お
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込・問
／
本
人
ま
た
は
ご
家
族
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

内
線
2
5
4
、
2
5
5

市立図書館
さざんか号の予定移　動

図書館

☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

キッズ・ジュニアイベント
参加対象者は市内居住者に限り、申し込みは本人または家族の方に限ります（市立図書館事業は除く）。

みんな集まれ～！

▲小ホールでの体験コーナーのようす
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■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

休日の診療

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

 内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・祝日の受付時間と同じ）

 歯　科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

2月2日 山本歯科医院 宮城郡七ケ浜町境山
2-13-3 361-6330

9日 はるみ歯科 塩竈市花立町13-12 362-5537

11日 永沼歯科クリニック 塩竈市梅の宮14-10 361-1251

16日 ありま歯科医院 多賀城市高橋4-2-1 389-1182

23日 歯科・アイザワデン
タル

多賀城市下馬
5-5-30 361-8180

3月2日 かたおか歯科
クリニック

宮城郡利府町神谷沢
字南沢1-1 255-2028

 宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
相談時間／毎日午後7時～翌朝午前8時
	 ☎＃8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）
	 ＊PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている対象生
年月日と異なることもあります。

3～4カ月児 5日㈬・21日㈮� 受付  午後0時10分～0時30分
25年9月26日～25年10月29日生まれ

1歳6カ月児 13日㈭・25日㈫� 受付  午後0時10分～0時30分
24年7月24日～24年8月25日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

6日㈭・18日㈫� 受付  午前9時30分～9時50分
23年7月8日～23年8月18日生まれ

3歳児 14日㈮・26日㈬� 受付  午後0時10分～0時30分
22年7月13日～22年8月13日生まれ

母子健康手帳●
の交付　

3日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪�受付  午前9時45分～10時
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級● 8日㈯� 受付  午後1時15分～1時25分
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着10組・予約制）

ことばの相談● 19日㈬� 受付  午前9時15分～午後1時30分
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 24日㈪� 受付  午前9時20分～10時
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

BCG接種● 20日㈭� 受付  午前9時30分～10時
BCG接種を受けていない5カ月～12カ月未満児。
予防接種手帳の予診票に記入し、母子健康手帳と体温計をお持ちください。

予防接種手帳●
の交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付しています。転入な
どでお持ちでない方は、母子健康手帳をお持ちのうえ健康
課窓口へおいでください。

❖市内の空間放射線量率
　本市では、市内54施設（学校、幼稚園、保育所、公共施設、公園など）のうち、毎日9施設を日替わりで測定してい
ます。いずれの測定地点も除染が必要なレベルや健康に影響をおよぼすレベルに達していませんのでご安心ください。
1月測定結果一覧（地表からの高さは1メートル、測定値の単位はマイクロシーベルト／時間）

測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値
1 新田新後公園 0.07 14 仙台育英学園多賀城

育英グラウンド（通学路） 0.07 27 旭ケ岡公園 0.07 41 新丸山公園 0.05
2 新田4号公園 0.08 15 多賀城八幡小学校 0.06 28 多賀城市役所 0.05 42 多賀城東小学校 0.05
3 山王小学校 0.06 16 八幡花園幼稚園 0.05 29 志引保育所 0.07 43 東豊中学校 0.07
4 山王2号公園 0.07 17 八幡保育所 0.06 30 多賀城小学校 0.07 44 笠神保育所 0.07
5 西部児童センター 0.07 18 八幡1号公園 0.04 31 太陽の家 0.07 45 大代保育園 0.05
6 あかね保育所 0.07 19 高崎中学校 0.07 32 留ケ谷1号公園 0.07 46 柏幼稚園 0.07
7 せいがん幼稚園 0.07 20 城南小学校 0.07 33 多賀城泉保育園 0.07 47 中財公園 0.04
8 高橋1号公園 0.08 21 中央公園 0.08 34 多賀城中学校 0.08 48 桜木花園幼稚園 0.05
9 高橋公園予定地 0.06 22 あやめ園駐車場 0.08 35 天真小学校 0.06 49 塩留公園 0.04
10 大日南公園 0.07 23 多賀城東幼稚園 0.09 36 鶴ケ谷保育所 0.07 50 旧・北日本自動車学院 0.05
11 第二中学校 0.05 24 浮島保育所 0.05 37 鶴ケ谷児童館 0.07 51 東北学院幼稚園 0.07
12 南宮公園 0.07 25 高崎1号公園 0.06 38 西ノ神公園 0.04 52 桜木公園 0.04
13 秀光中等教育学校（通学路） 0.07 26 多賀城高崎幼稚園 0.08 39 下馬みどり保育園 0.05 53 多賀城はるかぜ保育園 0.06
※測定値は12/16～1/15までの平均値
※除染が必要なレベルは0.23マイクロシーベルト/時間以上

40 新梅ノ宮公園 0.07 54 多賀城すみれ保育園 0.05

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（12月分）
測定件数１件、基準値以内１件、基準値超過０件

　放射性セシウムの基準値は、一般食品100ベクレル/kg、飲料水10ベクレル/kgです。
問／生活環境課総務企画係　内線232～233

❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（1月22日現在）

学校給食と保育所給食の放射性物質を測定していま
すが、基準値以下ですので、ご安心ください。
問／こども福祉課保育係　内線183
　　学校教育課学校教育係　内線522

❖水道水の放射性物質測定結果（1月15日現在）
東北大学の協力を得て水道水の放射性物質を測定し
ていますが、検出されていません（検出限界値未満）
ので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787

市内の放射線量などに関するお知らせ
市 民
内線237～239
生活環境課

市民生活に関する相談窓口の紹介など
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政
内線237～239
生活環境課

公共機関の仕事に関する苦情、要望など
18日㈫午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

法 律
内線237～239
生活環境課

相続、離婚、金銭トラブルなど
19日㈬午前11時～午後4時
市役所2階　市民相談室（事前予約が必要です）

人 権
内線237～239
生活環境課

人権に関する不法行為など
10日㈪午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活
内線237～239
生活環境課

消費生活のトラブル
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

障 害 者
☎767-6646
ぱれっと

来所、電話での相談、家庭訪問など
平日、第2・第4日曜日午前9時～午後5時
ぱれっと（指定相談支援事業所）

　
☎368-6300
社会福祉協議会

障害のためにお困りの方
25日㈫午前10時～午後3時
社会福祉センター

心 配 ご と
☎368-6300
社会福祉協議会

生活問題でお困りの方
3日、10日、17日、24日　各月曜日午前10時～午後3時
社会福祉センター

高 齢 者
内線664
介護福祉課

介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方
平日午前8時30分～午後5時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地区）　☎368-6350
（西部地区）　☎309-3950
（東部地区）　☎363-4055

成 人 健 康 相 談
内線132
健康課

40歳以上で健康に心配のある方。健康・栄
養相談、血圧・体重測定など（事前電話予約）
14日㈮午前9時30分～11時
市役所地下102会議室

家 庭 ・ 児 童
内線185
こども福祉課

虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）
平日午前9時～午後5時
市役所1階　こども福祉課

母 子 ・ 父 子 家 庭
☎256-6512
宮城県母子福祉センター

弁護士が無料で相談に応じます
（事前電話予約）
20日㈭午前10時～正午
宮城県母子福祉センター

母 子 ・ 寡 婦
☎363-5507
宮城県仙台保健福祉
事務所

生活相談、福祉資金貸し付け（事前電話予約）
平日午前8時30分～午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）

女 性
☎362-1934
多賀城交番

ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性
8日㈯・23日㈰午前9時～午後5時
多賀城交番

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談
内線544
青少年育成センター

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
午前10時～午後3時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日午前10時～午後4時

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時～午後5時）
各 種 検 査 な ど
☎363-5502
塩釜保健所

相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合
は手数料あり）、事前電話予約（匿名可）
●HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、肝炎検査
5日㈬、19日㈬午後1時30分～3時30分
●骨髄バンク登録
5日㈬、19日㈬午前11時～正午
塩釜保健所

2 月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135、136　会場：母子健康センター

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅

2月の献血のお知らせ
献血にご協力をお願いします

日時・会場／
　8日㈯ 午前10時～午後4時30分
　ヤマザワ多賀城店、ホーマック城南店
対象／16歳から69歳の健康な方
　　　（�65歳以上の方は、60歳から64

歳の間に献血経験のある方）
所要時間／およそ30分
問／社会福祉課総務企画係　内線163

どうしても飼育できなくなった犬や猫の引き取り
日時／13日㈭、27日㈭
　　　午前9時30分～11時
会場／塩釜保健所
　　　（塩竈市北浜4丁目8-15）
問／塩釜保健所　☎363-5505

シルバー人材センター入会説明会
　市内在住の60歳以上の健康で働く意欲
のある方大歓迎！
日時／12日㈬、26日㈬ 午後2時から
会場／シルバーワークプラザ
　　　（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター�☎368-2350



多賀城市文化センターよりお知らせ（指定管理者：ＪＭ共同事業体）

人口と世帯数（12月末現在）人口 62,203人（−53人） 世帯数 25,103世帯（−30世帯）※（　）は前月比です。

＊＊＊チケット購入など…直接お問い合わせいただくか文化センターホームページをご覧ください＊＊＊
2月の休館日／3日㈪・10日㈪・12日㈬・17日㈪・24日㈪
問／多賀城市文化センター　☎368-0131　ホームページ　http://tagajo-bunka.jp
※文化センターは、㈱ＪＴＢコミュニケーションズと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています。

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は左上参照）、ファクス・メール・ホームページ］
　多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　メールtagajo@city.tagajo.miyagi.jp　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

好評発売中 同時開催イベント盛りだくさん!!

日時／2月16日㈰
開演／午後1時（開場午後0時30分）
会場／市民会館 大ホール
料金／�全席指定500円�

（3歳以上有料 2歳以下膝上観賞可、�
 小学生以下は保護者同伴）

※�チケット販売にかかる公金収納事務は、㈱JTBコミュニケーションズが
委託を受けています。

好評発売中

日時／3月22日㈯
開演／午後2時（開場午後1時30分）
会場／市民会館 小ホール（未就学児童入場不可）
料金／�全席指定2,500円　友の会メンバー2,000円

　
貞
山
運
河
建
設
の
目
的
は
、
陸
上
輸
送
で

は
難
し
か
っ
た
大
量
の
物
資
輸
送
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　
阿
武
隈
川
―
名
取
川
間
の
木き

曳び
き

堀ぼ
り

は
、
仙

台
城
築
城
お
よ
び
城
下
町
建
設
に
あ
た
り
、

木
材
等
輸
送
の
た
め
建
設
さ
れ
、
塩
竈
―
蒲

生
間
の
御お

舟ふ
な

入い
り

堀ぼ
り

に
つ
い
て
は
、
仙
台
領
北

部
の
穀
倉
地
帯
か
ら
米
を
仙
台
城
下
へ
輸
送

す
る
た
め
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。特
に
、

御
舟
入
堀
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
松

島
湾
か
ら
外
洋
へ
出
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
仙
台
城
下
ま
で
安
全
な
物
資
輸
送

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
仙
台
城

下
へ
の
物
資
輸
送
中
継
地
と
し
て
七
北
田
川

河
口
に
蒲が

も

生う

御お

蔵く
ら

が
置
か
れ
、
大
代
村
に
は

米
穀
の
出
入
り
を
監
視
す
る「
御お

ん
こ
く
あ
ら
た
め
じ
ょ

石
改
所
」が

置
か
れ
る
な
ど
、
運
河
と
密
接
に
関
わ
り
を

も
つ
地
域
も
現
れ
ま
し
た
。

　
御
舟
入
堀
の
建
設
に
よ
り
、
塩
竈
に
物
資

が
荷
揚
げ
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
貞じ

ょ
う

享き
ょ
う

２
年（
１
６
８
５
年
）、
米
以
外
の
荷
物
は

塩
竈
で
水
揚
げ
を
さ
せ
る
と
い
う
法
令
が
発

せ
ら
れ
、
御
舟
入
堀
は
米
中
心
の
輸
送
路
と

し
て
、
幕
末
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
９
年（
１
８
７
６
年
）、
明
治
天
皇
の

東
北
巡
行
に
同
行
し
た
内
務
卿
大
久
保
利
通

は
、
東
北
開
発
を
明
治
政
府
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
日
本
初
の
近
代
港

湾
建
設
構
想
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

開
発
の
拠
点
と
な
る
港
湾
の
適
地
と
し
て
野

蒜（
東
松
島
市
）を
選
び
、
明
治
11
年（
１
８

７
８
年
）、
野の

蒜び
る

築
港
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
台
風
な
ど
の
被
害
に
よ

り
頓
挫
し
ま
す
が
、
東
名
・
北
上
運
河
の
建

設
は
進
め
ら
れ
、
北
上
川
―
北
上
運
河
―
東

名
運
河
―
松
島
湾
―
御
舟
入
堀
―
新
堀
―
木

曳
堀
―
阿
武
隈
川
と
繋
が
る
、
岩
手
県
か
ら

福
島
県
ま
で
の
舟
運
路
が
完
成
し
ま
す
。

　
明
治
20
年（
１
８
８
７
年
）12
月
、
日
本
鉄

道
会
社
奥
州
線「
上
野
―
仙
台
―
塩
釜
」間
が

開
通
し
、
物
資
輸
送
は
運
河
を
利
用
し
た
舟

運
か
ら
鉄
道
へ
と
移
行
す
る
も
の
の
、「
明

治
廿
四
年
河
港
河
川
調
書
」に
よ
れ
ば
、
貞

山
運
河
は
、
穀
類
・
食
塩
・
砂
糖
・
木
材
・

薪
炭
・
魚
類
・
石
類
・
雑
貨
物
な
ど
の
輸
送

に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
多
賀
城
海
軍
工
廠
へ
の
輸
送
確
保
、

荷
役
力
増
強
の
一
躍
を
担
う
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
昭
和
18
年（
１
９
４
３
年
）４

月
か
ら
県
営
工
事
と
し
て
改
修
が
計
画
さ
れ

る
な
ど
、
近
代
ま
で
主
要
輸
送
路
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

歴
史
の
風
㉛

～
貞
山
運
河
の
役
割
～

木材輸送の様子（昭和40年前後）

同時開催イベント
（入場無料）

午前11時～午後4時
大ホール 
ホワイエにて
子育て相談コーナー
絵本読み聞かせ
授乳・おむつ替えコー
ナーなど
展示室にて
喫茶コーナー
ミニミニステージ
小ホールにて
幼児リトミック
サークルフェア
3階和室はおひるねも
できる休憩室です

立
川
志
ら
く
の
キ
レ
の
あ
る
落
語
を

ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
機
会
を
絶
対
に
お
見
逃
し
な
く
。

広
報
多
賀
城
2
月
号
❖
通
巻
5
0
4
号 

平
成
26
年【
2
0
1
4
年
】2
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
2
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
と
、
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
8
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
29
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

多賀城市文化センター友の会「C・FRIENDS」メンバー更新・新規加入について
2月1日㈯午前10時から平成26年度メンバー更新受付を開始します。新規加入も同時に募集開始します。
3月30日㈰までに更新または新規加入していただいた方は年会費1，000円（通常1,200円）となります。
なお、ポイント交換は3月1日㈯からになります。

中川耀太 佐藤順子

©山田雅子

深谷清子荒川知子と
ファミリーアンサンブル
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